
生
き

が
い

の
あ

る
生

活
を

め
ざ

す
自

ら
学

ぶ
人

〔
鹿
部
町
教
育
目
標
よ
り
〕

3
/
1
8
 　

鹿
部

小
学

校
卒

業
式

2
0

1
9

4
5
8
0

～
今
月
の
内
容
～

●
平
成
31年

度
町
政
執
行
方
針
・
教
育
行
政
執
行
方
針
……

2～
14P

●
最
近
の
で
き
ご
と
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
…
…
…
…
…
…

15P
●
新
年
度
予
算
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
16～

17P
●
カ
メ
ラ
・
ア
イ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

18P
●
学
生
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
に
つ
い
て
…
…
…

19P
●
事
業
系
ゴ
ミ
の
処
理
に
つ
い
て
ほ
か
…
…
…
…
…
…
…

20P
●
鹿
部
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
だ
よ
り
…
…
…
…
…

21P
●
健
康
ヘ
の
ペ
ー
ジ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
22～

23P

●
鹿
部
消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ
…
…
…
…
…
…
…
…
…

24P
●
平
成
31年

度
自
衛
官
採
用
試
験
の
実
施
に
つ
い
て
ほ
か
……

25P
●

「
平
成
31年

度
鹿
部
町
シ
ル
バ
ー
カ
レ
ッ
ジ
」
受
講
生
募
集
……

26P
●
中
央
公
民
館
図
書
室
だ
よ
り
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

27P
●
お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー
ほ
か
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

28P
●
水
産
の
艇
窓
ほ
か
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

29P
●
行
事
予
定
カ
レ
ン
ダ
ー
ほ
か
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

30P

【
元
号
表
記
に
つ
い
て
】

　
2019年

5月
1日

（
水
）
か
ら
、

新
元
号
と
な
る
予
定
で
す
が
、
編

集
の
都
合
上
「
広
報
し
か
べ
」
で

は
、
5月

1日
以
降
の
元
号
を
「
平

成
」
と
表
記
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。



平成３１年度

町 政 執 行 方 針町 政 執 行 方 針
鹿部町長　盛田　昌彦

　
平
成
31
年
第
１
回
鹿
部
町
議

会
定
例
会
の
開
会
に
あ
た
り
、

町
政
運
営
３
年
目
を
迎
え
る
私

の
町
政
執
行
に
対
す
る
所
信
と

基
本
方
針
を
申
し
上
げ
、
鹿
部

町
民
の
皆
様
並
び
に
議
員
各
位

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
は
「
進
む
べ
き
道
は
町
民

皆
様
方
の
中
に
あ
る
！
」
を
政

治
信
条
と
し
、
町
民
の
皆
様
の

小
さ
な
「
気
づ
き
」
や
「
想

い
」
を
見
逃
す
こ
と
の
な
い
仕

組
み
づ
く
り
や
町
職
員
等
の
意

識
改
革
に
取
り
組
み
、
開
か
れ

た
身
近
な
町
政
を
目
指
し
て
き

ま
し
た
。

　
就
任
２
年
目
の
平
成
30
年
度

は
「
更
な
る
挑
戦
」
と
「
確
実

な
実
行
」
の
年
と
位
置
付
け
、

基
幹
産
業
で
あ
り
ま
す
、
漁
業

振
興
事
業
や
食
と
観
光
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
方
向
性
を
決
め
る
必
要
の

あ
り
ま
し
た
、
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
、
温
浴
施
設
整
備
、
地
域

公
共
交
通
、
保
育
体
制
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
５
つ
に
関
し
ま
し

て
、
方
向
性
の
決
定
を
進
め
て

参
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
喫
緊

の
課
題
で
あ
り
ま
し
た
、
０
歳

児
か
ら
２
歳
児
ま
で
の
保
育
体

制
整
備
や
中
小
企
業
チ
ャ
レ
ン

ジ
支
援
事
業
補
助
金
の
創
設
、

各
世
代
の
交
流
の
場
「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
」
開
設
な
ど
、

議
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
町
民

の
皆
様
の
絶
大
な
る
、
ご
理
解

ご
協
力
の
も
と
「
挑
戦
」
と

「
実
行
」
を
、
重
ね
て
参
る
こ

と
が
で
き
た
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
ま
た
、
平
成
30
年
11
月
１
日

に
は
、
大
正
13
年
の
発
見
か

ら
、
こ
れ
ま
で
、
地
域
で
守
り

育
て
て
こ
ら
れ
た
、
し
か
べ
間

歇
泉
が
、
見
事
、
第
63
号
の
北

海
道
遺
産
に
選
定
さ
れ
、
鹿
部

の
宝
か
ら
、
誇
り
高
き
、
北
海

道
の
宝
へ
と
押
し
上
げ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
よ
り
一
層
、
他
地

域
の
北
海
道
遺
産
と
の
連
携
も

視
野
に
、
様
々
な
角
度
か
ら
活

用
し
、
未
来
に
向
け
て
し
っ
か

り
と
つ
な
げ
ま
す
。

　
迎
え
ま
す
、
平
成
31
年
度
は

「
力
強
い
前
進
」
と
「
聖
域
な

き
検
証
」
の
年
と
位
置
付
け
、

平
成
30
年
度
に
皆
様
と
決
め

る
、
社
会
資
本
整
備
の
明
確
な

将
来
像
に
基
づ
き
ま
し
て
、
防

災
拠
点
施
設
等
の
整
備
を
緊
急

性
の
高
い
も
の
や
財
源
確
保
に

期
限
が
あ
る
も
の
な
ど
か
ら
順

次
、
進
め
る
と
と
も
に
、「
今
、

時
代
は
地
方
だ
！
」
を
合
言
葉

に
、
都
市
か
ら
地
方
へ
、
量
か

ら
質
へ
と
、「
Ａ
級
グ
ル
メ
構

想
」
の
理
念
の
も
と
、
食
と
観

光
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
力
強

く
前
へ
進
め
ま
す
。

　「
我
々
は
、
次
の
時
代
に
何

を
残
し
、
何
を
残
さ
な
い
の

か
、
各
世
代
一
緒
に
悩
み
、
決

定
し
、
胸
を
張
っ
て
、
未
来
へ

と
引
き
継
い
で
行
く
」

　
社
会
環
境
が
大
き
く
変
わ
る

今
日
、
本
町
に
お
け
る
、
古
く

か
ら
の
事
務
事
業
や
慣
習
、

ル
ー
ル
、
ま
た
、
私
が
就
任
し

て
か
ら
の
事
業
な
ど
も
併
せ

て
、
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
か
ら
検
証

し
、
鹿
部
町
が
鹿
部
町
で
あ
る

た
め
に
、
変
え
な
く
て
は
い
け

な
い
も
の
、
変
え
て
は
い
け
な

い
も
の
を
し
っ
か
り
と
見
極

め
、
よ
り
良
い
方
向
へ
と
変
革

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
日
本
の
新
た
な
元
号
元
年
の

年
を
、
新
た
な
時
代
の
幕
開

け
「
鹿
部
、
新
時
代
・
元
年
」

と
い
た
し
た
く
、「
力
強
い
前

進
」
と
「
聖
域
な
き
検
証
」
に

取
り
組
み
ま
す
。

　
具
体
的
な
内
容
等
に
つ
い
て

は
、
各
分
野
に
お
け
る
施
策
の

中
で
申
し
上
げ
ま
す
。
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そ
れ
で
は
、
主
な
施
策
に
つ

い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
は
じ
め
に
、
漁
業
の
振
興
に

つ
い
て
で
す
が
、
近
年
、
漁
業

を
取
り
巻
く
環
境
は
大
変
厳
し

い
状
況
で
あ
り
ま
す
。

　
基
幹
産
業
で
あ
る
漁
業
の
振

興
に
は
、
ま
ず
、
魅
力
あ
る
漁

業
体
制
づ
く
り
が
重
要
で
あ
り

ま
す
の
で
、
今
ま
で
以
上
に
、

漁
業
協
同
組
合
を
は
じ
め
と
し

た
、
各
関
係
機
関
と
の
連
携
を

密
に
し
、
生
産
性
及
び
漁
業
所

得
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

　
災
害
に
強
い
施
設
や
体
制

づ
く
り
、
特
に
天
然
昆
布
資
源

は
危
機
的
状
況
で
あ
り
ま
す
の

で
、
各
機
関
と
の
連
携
の
も
と
、

調
査
研
究
を
進
め
る
と
と
も

に
、
藻
場
造
成
事
業
を
平
成
30

年
度
よ
り
さ
ら
に
拡
大
し
ま
す
。

　
ま
た
、
北
海
道
の
第
４
次
漁

港
漁
場
整
備
計
画
に
よ
り
、
単

体
礁
の
整
備
を
出
来
澗
地
区
に

実
施
す
る
な
ど
、
豊
か
な
漁
場

づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　
全
道
的
に
水
産
資
源
が
減
少

し
て
い
る
状
況
下
、
今
後
も
自

主
的
な
資
源
管
理
な
ど
持
続
可

能
な
漁
業
「
育
て
る
漁
業
」
が

必
要
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
の

で
、
浅
海
資
源
で
あ
る
ナ
マ
コ

や
ウ
ニ
、
昆
布
等
に
つ
い
て
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
を
含
め
た
種
苗
調

査
な
ど
、
水
産
資
源
増
大
を
目

指
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
は
、
漁
業
者
の
経
営

意
識
の
向
上
や
Ｉ※

ｏ
Ｔ
な
ど
先

進
的
漁
業
の
推
進
を
図
る
た

め
、
人
材
育
成
支
援
に
も
引
き

続
き
取
り
組
み
ま
す
。

　
漁
港
整
備
に
つ
き
ま
し
て

は
、
懸
案
で
あ
る
本
別
漁
港
新

港
の
振
れ
込
み
対
策
と
い
た
し

ま
し
て
、
平
成
30
年
度
か
ら
北

防
波
堤
改
良
工
事
に
着
手
し
て

お
り
、
平
成
31
年
度
か
ら
は
延

伸
部
分
の
工
事
に
着
手
す
る
予

定
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
確
実
な

事
業
実
施
と
早
期
完
成
に
向
け

北
海
道
に
対
し
て
継
続
的
に
要

望
を
行
い
ま
す
。

　
漁
業
系
廃
棄
物
処
理
施
設
に

つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
30
年
度
に

建
替
え
な
ど
に
向
け
た
協
議
会

を
立
ち
上
げ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

平
成
31
年
度
か
ら
は
具
体
的
な

検
討
に
入
り
、
早
急
な
廃
棄
物

処
理
体
制
構
築
を
目
指
し
ま
す
。

　
海
岸
浸
食
対
策
は
、
防
災
林

造
成
事
業
に
よ
り
平
成
29
年
度

か
ら
出
来
澗
海
岸
の
一
部
に
お

い
て
工
事
が
着
手
さ
れ
、
平
成

30
年
度
に
完
成
し
て
お
り
ま
す

が
、
引
き
続
き
さ
ら
な
る
漁
場

保
全
の
た
め
、
関
係
機
関
に
強

く
要
請
し
ま
す
。

　
次
に
、
中
小
企
業
・
商
工
業

※�

Ｉ
ｏ
Ｔ

：

様
々
な
も
の
が
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
つ
な
が
る
仕
組
み
の
こ
と

漁
業
振
興

中
小
企
業
・
商
工
業
振
興

 

１年目

「挑戦の年」

現役世代のまちづくり参加

２年目

「実行の年」

実行可能なものから

３年目

「検証の年」

より良い方向へ

軌道修正

４年目

「飛躍の年」

次なる挑戦へ

基本理念 「笑顔あふれ光り輝く町を！」 
～ 日本一魅力ある漁師町、日本一行ってみたい、住んでみたい漁師町の実現 ～ 

三本の柱

町の魅力を高める 多様な人材育成 子ども、お年寄りの幸せ

盤石な漁業体制づくりなど１１施策 

【政策イメージ図】 
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の
振
興
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
全
国
的
に
人
口
減
少
問
題
等

に
よ
る
購
買
力
の
低
下
、
町
外

へ
の
消
費
流
出
、
ま
た
、
担
い

手
不
足
に
よ
る
商
店
等
の
廃
業

と
い
っ
た
問
題
も
抱
え
て
お
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
地

元
企
業
の
方
々
を
中
心
に
構
成

い
た
し
ま
す
「
鹿
部
町
中
小
企

業
振
興
会
議
」
に
お
い
て
、
中

小
企
業
の
経
営
力
向
上
や
雇
用

促
進
に
関
す
る
支
援
策
の
必
要

性
な
ど
、
様
々
な
意
見
や
要

望
を
伺
い
、
平
成
30
年
10
月

に
「
鹿
部
町
中
小
企
業
チ
ャ
レ

ン
ジ
支
援
事
業
補
助
金
」
を
創

設
し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
地
域
経
済
に
元
気
と
勇
気

を
与
え
ら
れ
ま
す
、
よ
り
成
熟

し
た
制
度
と
す
る
た
め
、
引
き

続
き
「
鹿
部
町
中
小
企
業
振
興

会
議
」
等
に
お
い
て
、
意
見
や

要
望
を
お
伺
い
し
な
が
ら
、
地

域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

制
度
と
な
る
よ
う
進
め
ま
す
。

　
商
品
開
発
や
販
路
拡
大
な
ど

に
つ
い
て
は
、
地
域
の
資
源
を

活
か
し
、
漁
業
や
観
光
業
と
の

連
携
を
図
り
な
が
ら
積
極
的
に

取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
あ

り
、
町
の
特
産
品
の
開
発
や
販

売
促
進
並
び
に
観
光
Ｐ
Ｒ
等
に

対
し
て
支
援
す
る
鹿
部
商
工
業

等
活
性
化
支
援
対
策
事
業
を
継

続
し
、
平
成
31
年
度
か
ら
は
、

新
た
に
農
林
水
産
省
の
補
助
事

業
に
よ
り
、
地
域
資
源
の
掘
り

起
こ
し
や
人
材
育
成
な
ど
、
鹿

部
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
に
向
け
た

取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商

品
券
発
行
事
業
に
対
す
る
支
援

の
継
続
に
加
え
、
消
費
税
率
引

き
上
げ
対
策
と
し
て
、
国
の
支

援
を
活
用
し
な
が
ら
低
所
得
者

や
子
育
て
世
帯
等
に
対
し
て
別

途
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
発

行
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
従
来
か
ら
行
っ

て
お
り
ま
す
、
必
要
な
支
援
に

つ
い
て
も
引
き
続
き
実
施
し
ま

す
。

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業

は
、
平
成
29
年
度
か
ら
民
間
発

電
事
業
者
に
よ
る
各
種
調
査
が

行
わ
れ
、
平
成
31
年
度
に
お
い

て
も
引
き
続
き
調
査
が
行
わ
れ

る
見
込
み
で
す
。

　
ま
た
、
平
成
30
年
度
か
ら

「
地
熱
発
電
に
対
す
る
理
解
促

進
事
業
」
を
経
済
産
業
省
か
ら

の
支
援
に
よ
り
実
施
し
、「
地

熱
発
電
の
し
く
み
」
や
「
開
発

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
」、「
排
熱
利

用
」、「
地
域
住
民
の
関
わ
り
か

た
」
な
ど
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
排
熱
利
用
な
ど
、
よ
り
具

体
的
な
検
討
を
平
成
31
年
度
以

降
も
継
続
し
て
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
町
内
に
お
い
て
、
今

後
、
さ
ら
な
る
地
熱
開
発
事
業

者
の
参
入
に
よ
り
、
乱
開
発
も

予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、「
一

定
の
ル
ー
ル
化
」
を
進
め
ま
す
。

　
次
に
、
農
林
業
振
興
に
つ
い

て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
林
業
に
つ
い
て
、
経
営
意
欲

の
あ
る
森
林
所
有
者
の
減
少
や

所
有
者
不
明
の
森
林
の
増
加
、

担
い
手
の
不
足
等
が
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
林
業
の
成
長
産
業
化
と
森
林

資
源
の
適
切
な
管
理
の
両
立
を

図
る
う
え
で
、
改
正
森
林
法
の

施
行
に
基
づ
き
平
成
30
年
度
に

林
地
台
帳
を
整
備
し
た
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。
平
成
31
年
度

か
ら
は
、
森
林
所
有
者
か
ら
経

営
・
管
理
を
委
ね
る
申
出
や

そ
の
意
向
調
査
を
行
い
、
町

が
「
林
業
経
営
者
」
と
「
所
有

者
」
と
の
懸
け
橋
と
な
り
、
つ

な
ぐ
こ
と
で
、
林
業
経
営
の
集

積
・
集
約
化
を
図
る
な
ど
、
新

た
な
森
林
管
理
の
構
築
に
向
け

た
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
森
林
の
機
能
を
十
分

に
発
揮
で
き
る
よ
う
、
引
き
続

き
下
刈
り
や
除
間
伐
、
枝
打
ち

な
ど
の
森
林
環
境
保
全
整
備
事

業
や
未
来
に
つ
な
ぐ
森
づ
く
り

推
進
事
業
な
ど
の
事
業
を
推
進

す
る
ほ
か
、
間
伐
由
来
の
未
利

用
資
源
の
有
効
活
用
に
つ
い

て
、
検
討
を
進
め
ま
す
。

　
有
害
鳥
獣
対
策
は
、
ヒ
グ

マ
、
エ
ゾ
シ
カ
の
ほ
か
、
近

年
、
苦
情
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て

い
る
キ
ツ
ネ
、
カ
ラ
ス
を
加

え
、
今
後
も
猟
友
会
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
駆
除
・
捕

獲
を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
放
牧
馬
に
つ
い
て

も
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
全
頭
捕
獲
に
向
け
て
引
き
続

き
取
り
組
み
ま
す
。

　
農
業
振
興
は
、
新
た
な
取
り

組
み
と
し
て
農
林
水
産
省
の
補

助
事
業
に
よ
り
、
地
域
資
源
の

掘
り
起
こ
し
や
人
材
育
成
、
付

加
価
値
向
上
を
図
る
取
り
組
み

な
ど
に
よ
り
、
鹿
部
ブ
ラ
ン
ド
の

確
立
に
向
け
、
商
工
・
観
光
部

農
林
業
振
興

広 報 し か べ （4）



局
と
連
携
し
な
が
ら
進
め
ま
す
。

　
次
に
、
観
光
振
興
に
つ
い
て

申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
町
は
、
道
の
駅
し
か
べ
間

歇
泉
公
園
を
観
光
交
流
拠
点
と

し
、
こ
れ
ま
で
「
海
の
幸
」
と

「
温
泉
」
を
活
用
し
た
観
光
振

興
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　
特
に
「
浜
の
か
あ
さ
ん
食

堂
」
や
「
浜
の
か
あ
さ
ん
地
元

料
理
体
験
」
が
国
内
外
か
ら
絶

大
な
人
気
を
誇
り
、
鹿
部
の
顔

か
ら
、
道
南
の
顔
と
な
り
、
そ

し
て
、
北
海
道
の
顔
と
し
て
そ

の
活
動
を
広
め
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
31
年
度
か
ら
は
、
さ
ら

な
る
向
上
を
目
指
し
、
民
間
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
た
指
定
管

理
者
制
度
を
導
入
し
、
多
様
な

世
代
が
集
ま
る
海
と
温
泉
の
観

光
交
流
拠
点
と
し
て
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
北
海
道
遺
産
と
し
て

の
活
用
な
ど
も
見
込
ま
れ
、
平

成
31
年
度
に
は
道
の
駅
の
来
場

者
が
１
０
０
万
人
に
達
す
る
見

込
み
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
動
き
も
追
い
風

と
し
、
道
の
駅
の
魅
力
ア
ッ
プ

に
向
け
、
指
定
管
理
者
な
ど
と

も
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
、
地

場
産
品
な
ど
の
魅
力
発
信
、

提
供
に
努
め
、「
儲
か
る
道
の

駅
」「
稼
げ
る
自
治
体
」
を
目

指
し
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
30
年
11
月
に
は

食
と
観
光
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
し
進
め
る
「
に
っ
ぽ
ん
Ａ

級
グ
ル
メ
の
ま
ち
連
合
」
を
設

立
し
、
１
市
４
町
が
連
携
し
食

を
通
じ
た
人
材
育
成
や
Ａ
級
グ

ル
メ
構
想
の
理
念
を
広
げ
る
た

め
の
情
報
発
信
、
起
業
、
就
業

に
つ
な
が
る
活
動
を
推
進
し
て

い
く
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　
本
町
に
お
い
て
は
、
道
の
駅

を
拠
点
と
し
ま
し
て
、
Ａ
級
グ

ル
メ
構
想
を
進
め
る
た
め
の
人

材
育
成
な
ど
を
通
じ
、
雇
用
創

出
や
移
住
定
住
に
つ
な
が
る
よ

う
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
本
町
の
代
表
的
な
イ

ベ
ン
ト
で
あ
る
「
海
と
温
泉
の

ま
つ
り
」「
春
の
え
び
つ
ぶ
祭

り
」「
た
ら
こ
祭
り
」
な
ど
、

季
節
感
の
あ
る
地
域
に
根
ざ
し

た
イ
ベ
ン
ト
を
柱
と
し
、
町
の

Ｐ
Ｒ
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
商

工
会
、
観
光
協
会
な
ど
関
係
団

体
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
町

の
経
済
が
潤
う
イ
ベ
ン
ト
へ
と

育
て
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
訪
日
外
国
人
に
つ
い
て
は
、

台
湾
か
ら
函
館
空
港
へ
の
定
期

便
が
通
年
で
運
行
さ
れ
た
こ
と

な
ど
に
よ
り
ま
し
て
、
台
湾
を

は
じ
め
と
す
る
ア
ジ
ア
地
域
か

ら
多
く
の
外
国
人
が
道
南
圏
に

訪
れ
て
お
り
ま
す
。

　
七
飯
町
、
森
町
と
の
３
町
で

組
織
す
る
環
駒
ヶ
岳
広
域
観
光

協
議
会
な
ど
の
広
域
連
携
を
基

盤
と
し
、
周
遊
観
光
ル
ー
ト
づ

く
り
や
受
入
体
制
の
整
備
な
ど

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
を
引
き
続

き
促
進
し
ま
す
。

　
鹿
部
公
園
・
ひ
ょ
う
た
ん
沼

公
園
に
つ
き
ま
し
て
は
、
安
心

し
て
利
用
で
き
る
よ
う
計
画
的

な
維
持
管
理
、
環
境
整
備
を

行
い
、
地
域
の
方
々
の
憩
い
の

場
、
観
光
客
と
の
交
流
の
場
と

し
て
、
利
用
促
進
を
図
り
ま
す
。

　
公
園
に
設
置
さ
れ
た
遊
具
に

つ
き
ま
し
て
は
、
老
朽
化
や
破

損
状
況
な
ど
を
点
検
・
確
認

し
、
利
用
者
の
安
全
確
保
に
努

め
る
と
と
も
に
、
利
用
状
況
等

を
勘
案
し
計
画
的
な
整
備
を
進

め
ま
す
。

　
次
に
、
地
域
公
共
交
通
に
つ

い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
は
地
域
公
共
交

通
の
方
向
性
を
決
定
し
て
い
く

に
あ
た
り
、
住
民
皆
様
か
ら
、

た
く
さ
ん
の
ご
意
見
を
い
た
だ

き
、
改
め
て
感
謝
と
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
ご
意
見
等
を
踏
ま
え
、

平
成
31
年
度
で
は
実
証
運
行
と

と
も
に
、
既
定
路
線
バ
ス
の
運

行
を
含
め
た
中
で
、
公
共
交
通

の
専
門
家
、
地
域
住
民
、
交
通

事
業
者
等
を
交
え
な
が
ら
、
地

域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
の
策

定
に
着
手
し
ま
す
。

　
次
に
、
子
育
て
支
援
の
充
実

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
誰
も
が
安
心
し
て
子
ど
も
を

観
光
振
興

「にっぽんＡ級グルメのまち連合」
設立調印式

地
域
公
共
交
通
対
策

子
育
て
支
援
の
充
実
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生
み
育
て
ら
れ
る
地
域
を
実
現

す
る
た
め
に
、
平
成
30
年
10
月

１
日
か
ら
鹿
部
町
保
育
事
業

「
ひ
よ
こ
」
を
開
始
い
た
し
ま

し
た
。

　
し
か
べ
幼
稚
園
の
空
き
教
室

を
利
用
し
、
０
歳
か
ら
２
歳
ま

で
の
お
子
さ
ん
９
名
を
お
預
か

り
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
安
心
し
て
出
産
で
き

る
環
境
づ
く
り
と
し
て
、
現
在

実
施
し
て
い
る
不
妊
治
療
費
助

成
事
業
や
妊
婦
健
康
診
査
に
係

る
費
用
助
成
に
加
え
、
新
た
に

産
婦
健
康
診
査
の
費
用
助
成
を

行
い
、
出
産
に
対
す
る
支
援
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

　
平
成
31
年
度
は
、
第
２
期

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

計
画
」
の
策
定
年
度
と
な
り
ま

す
。
今
後
も
安
心
し
て
妊
娠
・

出
産
す
る
こ
と
が
で
き
、
す
べ

て
の
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に

成
長
で
き
る
よ
う
、
関
係
機
関

と
連
携
を
図
り
計
画
策
定
を
推

進
し
ま
す
。

　
次
に
、
社
会
福
祉
の
充
実
に

つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
少
子
高
齢
化
の
進
行
、
世
帯

人
員
の
減
少
、
地
域
で
の
相
互

扶
助
機
能
の
希
薄
化
な
ど
に
よ

り
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
、
子

ど
も
な
ど
を
家
族
や
地
域
社
会

で
支
え
る
力
が
弱
ま
っ
て
き
て

お
り
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
に
、
町
内
２
か

所
に
開
設
し
ま
し
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
カ
フ
ェ
は
町
民
の
「
交
流

の
場
」
と
な
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
世

代
を
超
え
た
交
流
が
で
き
る
よ

う
運
営
方
法
の
検
討
を
重
ね
、

さ
ら
な
る
内
容
の
充
実
に
努
め

ま
す
。

　
次
に
、
障
が
い
者
福
祉
の
充

実
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
円

滑
な
提
供
体
制
の
確
保
を
図
る

た
め
に
策
定
し
ま
し
た
「
第
４

期
障
が
い
者
計
画
・
第
５
期
障

が
い
福
祉
計
画
」
に
基
づ
き
関

係
機
関
と
連
携
を
図
り
、
必
要

な
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
「
ぽ
っ
ぽ
」
の
活
動
を
継

続
し
、
障
が
い
の
あ
る
方
の
社

会
参
加
や
日
中
活
動
の
場
と
し

て
い
き
ま
す
。

　
次
に
、
高
齢
者
福
祉
の
充
実

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
町
に
お
け
る
高
齢
化
率
は

37
％
を
超
え
、
ひ
と
り
暮
ら
し

の
高
齢
者
世
帯
や
高
齢
者
夫
婦

世
帯
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
高
齢
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た

め
に
は
、
既
存
の
制
度
に
留
ま

ら
ず
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
住
民

組
織
、
関
係
機
関
な
ど
が
連
携

し
、
地
域
の
体
制
づ
く
り
を
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
本
町
に
お
い
て
も
、
生
活
支

援
体
制
整
備
事
業
に
よ
る
生
活

支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
中

心
に
住
民
が
主
体
的
に
支
え
合

え
る
体
制
づ
く
り
を
進
め
、
地

域
全
体
で
高
齢
者
の
生
活
を
支

え
る
体
制
づ
く
り
を
進
め
ま

す
。

　
次
に
、
保
健
事
業
に
つ
い
て

申
し
上
げ
ま
す
。

　
健
康
で
あ
り
た
い
と
の
思
い

は
、
す
べ
て
の
町
民
の
願
い
で

あ
り
、
心
身
と
も
に
健
康
で
暮

ら
し
て
い
く
た
め
に
は
、
食
生

活
を
は
じ
め
と
す
る
生
活
習
慣

の
改
善
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
生
活
習
慣
に
起
因
す
る
疾
病

の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
行

う
た
め
、
従
来
か
ら
実
施
し
て

い
る
集
団
町
民
ニ
コ
ニ
コ
健
診

に
加
え
、
平
成
30
年
度
か
ら
実

施
し
て
い
る
個
別
町
民
ニ
コ
ニ

コ
健
診
を
継
続
し
、
特
定
健
診

や
が
ん
検
診
の
受
診
率
向
上
を

図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
高
齢
化
が
進
む
中
で

生
活
習
慣
病
と
社
会
環
境
の
変

化
に
伴
う
糖
尿
病
患
者
数
が
増

加
し
て
い
ま
す
。

　
糖
尿
病
は
放
置
す
る
と
合
併

症
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
そ
の

社
会
福
祉
の
充
実

障
が
い
者
福
祉
の
充
実

高
齢
者
福
祉
の
充
実

保
健
事
業

鹿部町保育事業「ひよこ」
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た
め
、
糖
尿
病
の
発
症
を
予
防

す
る
だ
け
で
な
く
、
糖
尿
病
の

重
症
化
予
防
に
も
着
目
し
た
健

康
教
室
や
特
定
保
健
指
導
を
推

進
し
ま
す
。

　　
次
に
、
生
活
環
境
対
策
に
つ

い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
町
の
豊
か
な
自
然
を
守

り
、
次
の
世
代
に
継
承
し
て
い

く
た
め
に
は
、
環
境
負
荷
の
少

な
い
循
環
型
社
会
の
形
成
を
進

め
る
こ
と
が
ま
す
ま
す
重
要
と

な
り
ま
す
。

　「
混
ぜ
れ
ば
ゴ
ミ
、
分
け
れ

ば
資
源
」
の
言
葉
ど
お
り
、
家

庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
ゴ
ミ
の
減

量
化
、
再
資
源
化
は
ゴ
ミ
を
出

さ
な
い
環
境
づ
く
り
を
実
現
す

る
う
え
で
大
変
重
要
で
あ
り
ま

す
の
で
、
引
き
続
き
「
生
ゴ
ミ

減
容
化
容
器
」
購
入
助
成
事
業

等
、
ゴ
ミ
の
排
出
抑
制
の
推
進

と
啓
発
運
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
不
法
投
棄
の
未
然
防

止
対
策
と
し
て
、
監
視
パ
ト

ロ
ー
ル
や
監
視
カ
メ
ラ
設
置
の

ほ
か
、
注
意
喚
起
の
看
板
や
広

報
に
よ
る
啓
発
活
動
を
引
き
続

き
実
施
し
、
不
法
投
棄
の
抑
制

に
努
め
ま
す
。

　
ゴ
ミ
の
な
い
き
れ
い
な
ま
ち

づ
く
り
は
、
町
民
の
モ
ラ
ル
意

識
の
高
揚
が
不
可
欠
で
あ
り
ま

す
の
で
、
例
年
、
各
町
内
会
、

町
内
事
業
所
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
等
の
協
力
に
よ
る
清
掃
活

動
は
、
効
果
的
な
事
業
と
認
識

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
平
成
31

年
度
に
お
い
て
も
町
民
の
皆
様

の
協
力
の
も
と
、
生
活
環
境
の

保
全
に
努
め
ま
す
。

　
次
に
、
墓
地
整
備
事
業
に
つ

い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
全
国
的
に
、
少
子
高
齢
化
や

核
家
族
化
が
進
み
、
非
婚
化
、

離
婚
率
の
上
昇
等
に
よ
り
家
族

形
態
は
大
き
く
変
化
し
て
お
り

ま
す
。

　
本
町
に
お
い
て
も
、
対
話

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
意
見
提
案
箱

な
ど
で
共
同
利
用
の
で
き
る
お

墓
に
つ
い
て
の
意
見
が
多
く
寄

せ
ら
れ
て
お
り
、
今
ま
で
は
当

た
り
前
で
あ
っ
た
家
族
継
承
を

前
提
と
し
て
き
た
墓
制
度
の
維

持
が
困
難
な
状
況
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　
平
成
31
年
度
で
は
本
町
の
実

情
を
踏
ま
え
、
共
同
利
用
の
で

き
る
墓
地
整
備
に
つ
い
て
進
め

て
い
き
ま
す
。

　
次
に
、
交
通
安
全
・
防
犯
対

策
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
町
で
は
、
例
年
、
交
通
安

全
運
動
の
一
環
と
し
て
、
町
内

主
要
道
路
沿
い
に
お
い
て
、

「
交
通
安
全
旗
の
波
運
動
街
頭

啓
発
」
を
行
っ
て
お
り
、
町
民

一
丸
と
な
り
交
通
安
全
運
動
に

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
飲
酒
運
転
根
絶
の
取

り
組
み
と
し
て
、
鹿
部
町
交
通

指
導
員
会
等
の
協
力
の
も
と
、

町
内
飲
食
店
を
中
心
に
「
飲
酒

運
転
撲
滅
運
動
」
を
展
開
し
て

お
り
ま
す
が
、
今
後
、
関
係
機

関
、
団
体
、
そ
し
て
町
民
の
皆

様
と
、
よ
り
一
層
連
携
を
図
れ

る
よ
う
な
場
を
設
け
る
等
、
交

通
事
故
の
な
い
安
全
で
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、
防
犯
対
策
に
つ
き
ま

し
て
は
、
町
民
の
皆
様
、
様
々

な
地
域
関
係
団
体
等
と
連
携
し

て
町
民
の
防
犯
意
識
の
高
揚
に

努
め
、
防
犯
運
動
を
展
開
し
て

地
域
の
安
全
安
心
対
策
に
努
め

ま
す
。

　
次
に
、
消
費
者
対
策
に
つ
い

て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
全
国
的
に
生
活
環
境
が
著
し

く
複
雑
化
す
る
中
で
年
齢
に
関

係
な
く
悪
徳
商
法
や
特
殊
詐
欺

と
言
っ
た
様
々
な
ト
ラ
ブ
ル
に

巻
き
込
ま
れ
る
方
々
が
年
々
増

加
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
消
費

者
の
方
々
を
保
護
す
る
取
り
組

み
が
益
々
重
要
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
町
広
報
な
ど

を
大
い
に
活
用
し
た
幅
広
い
注

意
喚
起
を
引
き
続
き
行
う
と
と

も
に
、
特
に
高
齢
者
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
す
る
犯
罪
が
例
年
多
発
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
敬
老
会
な

ど
で
消
費
生
活
に
関
す
る
知
識

が
さ
ら
に
深
ま
る
よ
う
様
々
な

情
報
発
信
に
努
め
、
町
民
の
皆

様
が
安
全
・
安
心
し
た
暮
ら
し

が
で
き
る
よ
う
持
続
的
に
消
費

者
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
次
に
、
国
民
年
金
対
策
に
つ

い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
国
民
年
金
事
業
に
つ
き
ま
し

て
は
、
年
金
に
関
す
る
各
種
届

生
活
環
境
対
策

墓
地
整
備
事
業

交
通
安
全
・
防
犯
対
策

消
費
者
対
策

国
民
年
金
対
策

広 報 し か べ（7）



出
書
や
保
険
料
の
免
除
・
猶
予

申
請
、
年
金
受
給
に
係
る
請
求

な
ど
の
手
続
き
に
つ
い
て
は
、

町
の
法
定
受
託
事
務
と
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
適
切
に
対
応

す
る
と
と
も
に
各
種
年
金
制
度

の
周
知
や
相
談
業
務
に
努
め
ま

す
。

　
次
に
、
土
木
・
建
築
関
係
に

つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
は
じ
め
に
、
道
路
関
係
に
つ

い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
一
般
国
道
２
７
８
号
鹿
部
道
路

に
つ
い
て
は
、
災
害
時
の
避
難
路

と
し
て
の
役
割
を
担
う
道
路
で

あ
り
ま
す
の
で
、
歩
行
者
の
安

全
確
保
等
の
観
点
か
ら
、
必
要

な
施
設
整
備
を
引
き
続
き
函
館

開
発
建
設
部
へ
要
望
し
ま
す
。

　
ま
た
、
避
難
道
と
し
て
の
機

能
充
実
を
図
る
た
め
、
将
来
の

鹿
部
バ
イ
パ
ス
と
尾
札
部
バ
イ

パ
ス
の
接
続
に
向
け
、
協
議
検

討
を
行
い
ま
す
。

　
道
道
大
沼
公
園
鹿
部
線
の
駒

見
地
区
に
お
け
る
土
砂
災
害
対

策
に
つ
い
て
は
、
連
続
雨
量
１

２
０
ミ
リ
で
発
動
す
る
事
前
通

行
規
制
の
解
除
に
向
け
、
北
海

道
が
地
す
べ
り
対
策
に
着
手
し

て
い
ま
す
が
、
町
民
の
安
心
・

安
全
と
地
域
経
済
の
安
定
が
、

よ
り
早
く
確
保
さ
れ
る
よ
う
、

安
全
対
策
の
促
進
を
引
き
続
き

要
望
す
る
と
と
も
に
、
想
定
外

の
災
害
に
よ
る
現
道
の
通
行
障

害
に
対
応
で
き
る
迂
回
路
の
確

保
に
つ
い
て
も
、
要
望
を
進
め

ま
す
。

　
ま
た
、
道
道
鹿
部
停
車
場
線

に
つ
い
て
は
、
近
年
増
加
し
て

い
る
歩
行
者
の
安
全
確
保
に
向

け
て
、
引
き
続
き
歩
道
整
備
を

要
望
し
ま
す
。

　
続
い
て
、
幹
線
町
道
の
整
備

で
す
が
、
舗
装
路
面
や
排
水
施

設
の
老
朽
化
が
著
し
い
鹿
部
市

街
地
線
に
つ
い
て
、
平
成
30
年

度
に
引
き
続
き
改
良
舗
装
工
事

を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
市
街
地
と
バ
イ
パ
ス

を
結
ぶ
幹
線
道
路
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
平
成
30
年
度
の
土
地

利
用
計
画
の
策
定
結
果
を
踏
ま

え
、
防
災
上
や
生
活
の
利
便
性

向
上
の
た
め
の
道
路
整
備
に
向

け
て
北
海
道
と
の
協
議
を
進
め

ま
す
。

　
次
に
、
海
岸
関
係
に
つ
い
て

申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
別
海
岸
の
保
全
対
策
に
つ

い
て
、
海
浜
地
を
保
護
し
、
安

定
さ
せ
る
た
め
の
離
岸
堤
及
び

消
波
ブ
ロ
ッ
ク
の
設
置
を
、
引

き
続
き
北
海
道
へ
要
望
し
ま
す
。

　
ま
た
、
既
存
の
離
岸
堤
の
う

ち
、
消
波
ブ
ロ
ッ
ク
が
転
倒
・

崩
落
し
て
い
る
部
分
に
つ
い
て

は
、
平
成
30
年
度
で
宮
浜
地
区

と
大
岩
地
区
の
補
修
工
事
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
が
、
残
る
部

分
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
北
海

道
へ
早
期
補
修
を
要
望
し
ま
す
。

　
次
に
、
河
川
関
係
に
つ
い
て

申
し
上
げ
ま
す
。

　
河
川
施
設
の
老
朽
化
が
進
む

鹿
部
川
に
つ
い
て
は
、
今
後
、

環
境
と
景
観
に
配
慮
し
な
が
ら

施
設
の
維
持
・
整
備
を
実
施
し

て
い
く
こ
と
を
基
本
方
針
と

し
、
平
成
31
年
度
で
は
、
東
光

寺
橋
の
下
流
部
に
お
い
て
、
河

床
の
洗
掘
に
よ
り
護
岸
が
危
険

な
状
態
と
な
っ
て
い
る
箇
所
に

つ
い
て
、
対
策
工
事
を
実
施
し

ま
す
。

　
次
に
、
町
営
住
宅
に
つ
い
て

申
し
上
げ
ま
す
。

　
建
設
か
ら
20
年
を
迎
え
る
宮

浜
中
央
団
地
は
、
外
壁
や
屋
上

防
水
な
ど
に
劣
化
が
み
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
施
設
の
長
寿
命
化

を
図
る
た
め
、
平
成
31
年
度
か

ら
、
国
の
交
付
金
事
業
に
よ
り

外
部
改
修
を
実
施
し
ま
す
。

　
既
存
の
町
営
住
宅
の
管
理

は
、
平
成
30
年
度
に
引
き
続

き
、
必
要
な
修
繕
を
実
施
し
、

居
住
環
境
の
改
善
に
努
め
ま
す
。

　
次
に
、
空
き
家
対
策
に
つ
い

て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
全
国
的
に
適
切
な
管
理
が
行

わ
れ
て
い
な
い
空
き
家
等
へ
の

対
応
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
本
町
に
お
い
て
も
老
朽
化
が

進
み
、
放
置
状
態
と
な
っ
た
空

き
家
等
が
年
々
増
加
し
て
き
て

い
る
状
況
で
あ
り
、
台
風
等
の

強
風
で
ト
タ
ン
等
が
飛
散
し
、

周
辺
の
住
宅
に
被
害
を
及
ぼ
す

お
そ
れ
の
あ
る
建
物
等
が
調
査

に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
今
後
、
空
き
家
等
を

適
正
に
管
理
す
る
た
め
の
条
例

土
木
・
建
築
関
係

海
岸
関
係

河
川
関
係

空
き
家
対
策

町
営
住
宅
対
策

広 報 し か べ （8）



制
定
や
解
体
す
る
た
め
の
支
援

事
業
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
28
年
度
に
開
設

し
た
空
き
家
バ
ン
ク
で
は
、
今

ま
で
に
15
件
の
物
件
登
録
が
あ

り
、
う
ち
７
件
が
売
買
成
約
と

な
り
ま
し
た
が
、
空
き
家
が
有

効
利
用
さ
れ
る
よ
う
、
よ
り
一

層
制
度
の
周
知
に
力
を
入
れ
ま

す
。

　
次
に
、
駒
ヶ
岳
の
砂
防
事
業

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
駒
ヶ
岳
演
習
場
の
下
流
域
に

お
け
る
泥
流
発
生
時
の
越
流
対

策
と
し
て
実
施
す
る
演
習
場
内

の
砂
防
工
事
に
つ
い
て
は
、
防

衛
省
の
補
助
金
事
業
等
に
よ

り
、
平
成
30
年
度
の
繰
越
事
業

と
し
て
実
施
し
ま
す
。

　
今
後
も
、
地
域
住
民
の
不
安

を
軽
減
す
べ
く
、
さ
ら
な
る
砂

防
施
設
の
整
備
を
目
指
し
、
引

き
続
き
関
係
機
関
と
協
議
を
進

め
ま
す
。

　
次
に
、
防
災
対
策
に
つ
い
て

申
し
上
げ
ま
す
。

　
近
年
、
全
国
的
に
頻
発
す
る

異
常
気
象
に
よ
る
自
然
災
害
や

地
震
等
に
よ
る
被
害
が
発
生
し

て
お
り
、
本
町
に
お
い
て
も
平

成
30
年
度
は
台
風
21
号
に
よ
る

漁
業
被
害
や
北
海
道
全
域
の
停

電
等
、
今
ま
で
に
遭
遇
し
た
こ

と
の
な
い
事
態
に
見
舞
わ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま

え
、
さ
ら
な
る
防
災
・
減
災
体

制
構
築
の
た
め
、
鹿
部
町
地
域

防
災
計
画
に
基
づ
き
、
防
災
体

制
の
強
化
、
防
災
備
蓄
品
の
拡

充
な
ど
を
計
画
的
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
自
助
・
共
助
・
公

助
を
基
本
と
し
た
地
域
防
災
力

の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　
具
体
的
な
施
策
と
し
て
は
、

鹿
部
町
防
災
備
蓄
計
画
に
基
づ

き
、
食
料
や
携
帯
発
電
機
な
ど

の
防
災
資
機
材
、
生
活
必
需
物

資
等
の
整
備
を
計
画
的
に
進
め

ま
す
。

　
ま
た
、
常
日
頃
か
ら
防
災
に

対
す
る
意
識
を
高
め
る
た
め
に

各
町
内
会
と
連
携
を
密
に
し
、

町
内
会
防
災
部
長
会
議
の
開
催

や
町
内
会
を
は
じ
め
と
す
る
団

体
等
に
対
す
る
防
災
出
前
講
座

を
実
施
す
る
ほ
か
、
災
害
時
の

防
災
活
動
の
要
と
な
る
自
主
防

災
組
織
の
強
化
及
び
育
成
を
進

め
る
な
ど
、
運
営
面
を
含
め
活

動
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
毎
年
実
施
し
て
い
る
町
民
を

対
象
と
し
た
避
難
訓
練
に
つ
い

て
、
平
成
31
年
度
で
は
地
震
津

波
避
難
訓
練
を
計
画
し
、
災
害

時
に
お
け
る
応
急
対
策
の
円
滑

な
実
施
や
防
災
知
識
の
普
及
を

図
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
は
、
防
災
教
育
と
し

て
、
中
学
校
の
防
災
訓
練
を
支

援
す
る
ほ
か
、
小
学
校
全
て
の

学
年
に
お
い
て
１
日
防
災
教
育

と
し
て
、
学
年
ご
と
に
防
災
に

関
す
る
授
業
を
行
い
、
特
に
小

学
校
５
・
６
年
生
を
対
象
に

駒
ヶ
岳
噴
火
を
題
材
と
し
た
火

山
専
門
家
に
よ
る
特
別
授
業
と

現
地
視
察
等
を
通
じ
て
噴
火
の

歴
史
等
を
学
習
し
、
併
せ
て

駒
ヶ
岳
登
山
を
行
い
、
駒
ヶ
岳

を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う

た
め
の
火
山
防
災
教
育
を
引
き

続
き
実
施
し
ま
す
。

　
次
に
、
地
域
住
民
の
安
心
・

安
全
を
確
保
す
る
消
防
体
制
に

つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
消
防
は
、
火
災
を
は
じ
め
と

す
る
各
種
災
害
か
ら
地
域
住
民

の
生
命
、
身
体
及
び
財
産
を
守

る
と
い
う
使
命
の
も
と
、
そ
の

活
動
は
極
め
て
広
範
囲
に
お
よ

び
、
地
域
社
会
の
安
定
や
住
民

の
暮
ら
し
に
必
要
不
可
欠
な
業

務
で
あ
り
ま
す
。

　
近
年
、
異
常
気
象
に
よ
る
自

然
災
害
や
地
震
・
噴
火
災
害
に

よ
り
、
甚
大
な
被
害
が
発
生

し
、
地
域
住
民
の
不
安
は
よ
り

一
層
大
き
な
も
の
と
な
っ
て
ご

ざ
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
町

民
の
安
心
・
安
全
確
保
を
目
指

し
、
消
防
体
制
の
強
化
を
図
る

た
め
、
平
成
31
年
度
に
消
防
職

員
２
名
の
採
用
を
す
る
ほ
か
、

救
急
、
救
助
技
術
の
高
度
化
に

合
わ
せ
た
各
種
研
修
・
救
助
指

導
会
へ
の
参
加
や
北
海
道
消
防

学
校
に
お
け
る
救
急
救
命
士
の

専
門
的
な
講
習
を
は
じ
め
、
救

助
科
、
警
防
科
、
さ
ら
に
は
火

災
調
査
課
程
の
受
講
等
、
専
門

高
度
な
知
識
と
技
術
の
習
得
に

努
め
る
と
と
も
に
、
災
害
救
急

救
助
活
動
を
重
視
し
た
資
機
材

の
整
備
や
第
１
分
団
消
防
ポ
ン

プ
車
の
更
新
整
備
を
図
り
、
よ

り
一
層
、
職
員
・
団
員
の
資
質

の
向
上
と
消
防
体
制
の
強
化
を

図
り
ま
す
。

砂
防
事
業

防
災
対
策

消
防
体
制
の
充
実
・
強
化

広 報 し か べ（9）



　
次
に
、
教
育
行
政
に
つ
い
て

申
し
上
げ
ま
す
。

　
人
口
減
少
や
少
子
・
高
齢
化

が
進
展
す
る
中
で
、
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め

に
は
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
人
と

人
と
の
絆
を
結
び
、
様
々
な
困

難
を
乗
り
越
え
な
が
ら
、
夢
の

実
現
の
た
め
に
挑
戦
し
、
活
力

あ
る
社
会
づ
く
り
に
貢
献
し
て

い
く
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
が

不
可
欠
で
あ
り
ま
し
て
、
教
育

の
果
た
す
役
割
は
極
め
て
重
要

で
す
。

　
子
ど
も
た
ち
が
、
ふ
る
さ

と
「
鹿
部
」
に
愛
着
を
持
っ
て

互
い
に
支
え
合
い
な
が
ら
、
た

く
ま
し
く
生
き
て
い
く
力
、
す

な
わ
ち
「
社
会
に
対
応
で
き
る

力
」
を
身
に
付
け
て
い
く
た

め
に
、
確
か
な
学
力
「
知
」、

豊
か
な
心
「
徳
」、
健
や
か
な

体
「
体
」
と
い
う
人
間
力
を
育

成
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お

り
、
そ
の
基
盤
と
な
る
教
育
環

境
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
子
ど
も
た
ち
の

学
び
の
中
心
と
な
る
学
校
、
子

育
て
の
基
盤
と
な
る
家
庭
と
地

域
が
そ
れ
ぞ
れ
の
持
つ
教
育
力

の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
互

い
に
連
携
・
協
働
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
た

ち
が
よ
り
良
い
教
育
環
境
の
も

と
で
生
き
生
き
と
学
び
、
活
動

で
き
る
教
育
の
推
進
を
は
じ

め
、
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
の

各
層
の
町
民
に
対
し
、
研
修
・

講
座
等
に
つ
い
て
、
平
成
31
年

度
予
算
に
反
映
さ
せ
ま
し
た
。

　
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
教

育
長
よ
り
申
し
上
げ
ま
す
が
、

私
か
ら
特
に
申
し
上
げ
た
い
こ

と
と
し
て
は
、
教
材
費
の
無
償

化
と
英
語
技
能
検
定
料
の
助
成

に
つ
い
て
引
き
続
き
実
施
し
、

保
護
者
の
負
担
軽
減
を
図
る
と

と
も
に
子
ど
も
た
ち
の
学
習
意

欲
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
町
民
が
い
つ
で
も
学

習
や
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る
環

境
づ
く
り
の
た
め
、
そ
れ
ら
の

拠
点
施
設
で
あ
る
中
央
公
民

館
、
総
合
体
育
館
等
の
充
実
と

管
理
運
営
に
努
め
、
社
会
教
育

及
び
生
涯
学
習
の
向
上
を
図
り

ま
す
。

　
い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て

も
、
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
の

各
世
代
に
わ
た
る
生
涯
学
習
社

会
実
現
の
た
め
、
教
育
委
員
会

と
十
分
連
携
を
図
り
、
教
育
行

政
を
進
め
ま
す
。

　
次
に
、
国
民
健
康
保
険
事
業

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
に
つ
き
ま
し

て
は
、
平
成
30
年
度
か
ら
北
海

道
が
国
保
の
財
政
運
営
の
責
任

主
体
に
加
わ
る
こ
と
と
な
り
、

小
さ
な
市
町
村
単
位
で
行
わ
れ

て
き
た
財
政
運
営
を
北
海
道
が

行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
市
町
村
ご
と

の
医
療
費
が
増
加
と
な
っ
た
場

合
で
も
急
激
な
保
険
税
の
上
昇

を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
ど
お
り
、
保
険
証

の
発
行
や
保
険
税
の
決
定
・
徴

収
な
ど
に
つ
い
て
は
、
市
町
村

が
責
任
を
も
っ
て
実
施
い
た
し

ま
す
の
で
、
引
き
続
き
円
滑
な

制
度
運
営
に
努
め
ま
す
。

　
次
に
、
介
護
保
険
事
業
特
別

会
計
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
介
護
保
険
は
、
介
護
が
必
要

に
な
っ
た
高
齢
者
を
社
会
全
体

で
支
え
る
制
度
で
す
が
、
本
町

の
高
齢
化
率
が
37
％
を
超
え
る

中
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
方
が
年
々
増
え
続
け
て

い
ま
す
。

　
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

者
が
安
心
し
て
介
護
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
、
介
護
給
付
費
の
適

正
化
と
安
定
的
な
保
険
財
政
の

運
営
に
さ
ら
に
努
め
ま
す
。
　

　
ま
た
、
団
塊
の
世
代
が
75
歳

以
上
と
な
る
２
０
２
５
年
を
見

据
え
、
介
護
、
医
療
、
住
ま

い
、
予
防
、
生
活
支
援
の
５
つ

の
視
点
か
ら
、
サ
ー
ビ
ス
を
一

体
的
、
継
続
的
に
提
供
す
る

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

を
推
進
し
ま
す
。

　
次
に
、
後
期
高
齢
者
医
療
に

つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
75

歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象
と

し
、「
北
海
道
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
」
が
保
険
事
業
を

運
営
し
、
市
町
村
が
窓
口
業
務

や
保
険
料
徴
収
業
務
等
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
引
き
続
き
広
域
連
合
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
後
期
高
齢
者

教
育
行
政
の
推
進

国
民
健
康
保
険
事
業

勘
定
特
別
会
計

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
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医
療
制
度
の
円
滑
な
運
営
に
努

め
ま
す
。

　
次
に
、
水
道
事
業
会
計
に
つ

い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
水
道
事
業
の
使
命
は
、
安
全

で
信
頼
さ
れ
る
、
良
質
な
水
を

町
民
に
安
定
供
給
す
る
こ
と
で

す
。

　
水
は
、
生
活
と
産
業
を
支
え

る
重
要
な
資
源
で
あ
り
、
長
期

的
か
つ
安
定
的
な
確
保
が
豊
か

な
生
活
の
実
現
と
産
業
の
発
展

を
図
る
う
え
で
重
要
で
あ
り
、

水
資
源
の
的
確
な
維
持
管
理
と

合
理
的
な
水
利
用
を
推
進
し
、

水
質
管
理
体
制
の
一
層
の
強
化

を
図
り
ま
す
。

　
な
お
、
平
成
31
年
度
の
主
な

施
設
整
備
で
す
が
、
鹿
部
浄
水

場
で
使
用
し
て
い
る
シ
ー
ケ
ン

サ
装
置
の
更
新
工
事
を
実
施
し

ま
す
。
シ
ー
ケ
ン
サ
装
置
は
、

施
設
の
自
動
制
御
を
行
う
と
と

も
に
、
各
種
計
測
機
器
の
情
報

を
集
約
し
て
担
当
者
へ
伝
達
す

る
た
め
の
装
置
で
す
が
、
耐
用

年
数
を
大
幅
に
超
え
て
い
る
こ

と
か
ら
、
施
設
の
運
転
管
理
上

の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
実

施
す
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
法
定
耐
用
年
数
に
達

し
た
メ
ー
タ
ー
器
の
更
新
に
つ

い
て
は
、
例
年
同
様
に
交
換
工

事
を
実
施
し
ま
す
。

　
最
後
に
各
会
計
の
関
係
す
る

最
も
重
要
な
歳
入
の
確
保
に
つ

い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
町
税
は
、
健
全
な
財
政
運
営

を
図
る
上
で
、
欠
か
せ
な
い
重

要
な
自
主
財
源
で
あ
り
ま
す

が
、
人
口
減
少
や
超
高
齢
化
に

よ
り
本
町
の
税
収
は
年
々
減
少

傾
向
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
基
幹
産
業
で
あ
り
ま

す
水
産
業
に
つ
い
て
は
、
水
揚

げ
に
よ
っ
て
課
税
所
得
が
大
き

く
変
動
す
る
訳
で
ご
ざ
い
ま
し

て
、
平
成
31
年
度
に
お
い
て

は
、
町
税
全
般
に
わ
た
り
前
年

度
比
較
し
て
、
減
収
の
見
込
み

と
な
り
大
変
厳
し
い
状
況
に
置

か
れ
て
お
り
ま
す
。

　
町
税
の
収
納
率
に
つ
い
て
は

年
々
向
上
し
て
き
て
お
り
ま
す

が
、
安
定
し
た
自
主
財
源
を
確

保
す
る
た
め
は
、
適
正
課
税
に

努
め
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
滞
納
対
策
を
強
化
し
て
収

納
率
の
向
上
を
目
指
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
厳
し
い
経
済
環
境
の
中
、
納

税
さ
れ
て
い
る
皆
様
一
人
一
人

が
社
会
の
一
員
と
し
て
税
金
を

き
ち
ん
と
納
め
る
と
い
う
自
覚

と
責
任
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
引
き
続
き
取
り
組
み
、

町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
税
負

担
の
公
平
・
公
正
に
努
め
ま

す
。

　
ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附

金
で
は
、
制
度
の
本
旨
の
範
囲

内
で
弾
力
的
に
活
用
し
、
町
民

の
皆
様
に
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附

金
が
よ
り
一
層
身
近
に
感
じ
る

こ
と
が
で
き
、
そ
の
使
途
に
関

し
、
ご
理
解
が
い
た
だ
け
る
よ

う
努
め
ま
す
。

　
こ
の
方
針
を
基
に
編
成
い
た

し
ま
し
た
予
算
総
額
は
、
別
表

の
と
お
り
と
な
り
ま
す
が
、
現

下
の
経
済
情
勢
、
国
の
行
財
政

事
情
等
を
勘
案
い
た
し
ま
す

と
、
引
き
続
き
厳
し
い
状
況
で

す
が
、
国
等
の
動
向
を
注
視
し

つ
つ
、
自
主
自
立
の
精
神
を
保

ち
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

に
挑
ん
で
参
り
ま
す
。

　
ま
た
、
効
率
的
な
組
織
へ
と

変
革
で
き
る
よ
う
人
材
育
成
等

を
含
め
、
常
に
見
直
し
が
で
き

る
環
境
を
整
え
、
町
民
の
皆
様

に
と
っ
て
、
真
の
役
に
立
つ
場

所
に
な
る
よ
う
努
め
、
日
本

一
、
魅
力
あ
る
漁
師
町
、
日
本

一
、
行
っ
て
み
た
い
、
住
ん
で

み
た
い
漁
師
町
を
目
指
し
、

オ
ー
ル
鹿
部
で
臨
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

町
民
の
皆
様
、
議
員
各
位
の
さ

ら
な
る
ご
支
援
と
ご
理
解
を
賜

り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申

し
上
げ
、
平
成
31
年
度
の
執
行

方
針
と
し
ま
す
。

水
道
事
業
会
計

歳
入
の
確
保

一般会計 2,863,000千円
国民健康保険事業勘定特別会計 760,925千円
介護保険事業特別会計 368,384千円
　　　　　　　内、保険事業勘定 367,830千円
　　　　　　　内、サービス事業勘定 554千円
後期高齢者医療特別会計 57,800千円
水道事業会計（収益的支出・資本的支出の総額） 155,953千円
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平
成
31
年
第
１
回
鹿
部
町
議

会
定
例
会
の
開
会
に
あ
た
り
、

教
育
行
政
執
行
方
針
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　
急
激
な
人
口
減
少
や
少
子
高

齢
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展

や
絶
え
間
な
い
技
術
革
新
等
に

よ
り
、
教
育
を
取
り
巻
く
社
会

環
境
が
急
速
に
変
化
す
る
時
代

を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
将
来
を
担

う
子
ど
も
た
ち
が
、
生
ま
れ
育
っ

た
「
鹿
部
」
に
愛
着
と
誇
り
を

持
ち
、
そ
の
未
来
を
支
え
て
い

け
る
力
を
培
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一

体
と
な
る
と
と
も
に
、
町
民
一
人

一
人
が
生
涯
に
わ
た
り
主
体
的
に

学
び
続
け
ら
れ
る
よ
う
生
涯
学

習
社
会
の
構
築
に
努
め
る
た
め
、

関
係
機
関
と
連
携
・
協
働
し
て

教
育
行
政
を
推
進
し
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
各
分
野
に
お
け

る
主
要
な
施
策
に
つ
い
て
申
し

上
げ
ま
す
。

　
は
じ
め
に
、
学
校
教
育
に
つ

い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
変
化
の
激
し
い
こ
れ
か
ら
の

社
会
を
見
据
え
、
子
ど
も
た
ち

が
未
来
社
会
を
切
り
拓
く
た
め

の
資
質
・
能
力
を
一
層
確
実
に

育
成
す
る
た
め
に
、
子
ど
も
た

ち
に
求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力

と
は
何
か
を
地
域
と
共
有
し
、

そ
の
子
ど
も
の
基
礎
と
な
る
学

力
と
未
知
の
課
題
を
解
決
し
よ

う
と
す
る
力
、
さ
ら
に
学
び
続

け
る
姿
勢
を
形
成
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
、
知
識
及
び

技
能
の
習
得
と
思
考
力
・
判
断

力
・
表
現
力
等
の
育
成
の
バ
ラ

ン
ス
を
保
ち
つ
つ
、
学
び
に
向

か
う
力
を
育
成
し
ま
す
。
そ
こ

で
は
、
知
識
の
理
解
の
質
を
さ

ら
に
高
め
、
理
解
と
考
え
る
力

の
結
び
つ
き
を
強
め
、
そ
れ
を

通
し
て
確
か
な
学
力
や
広
く
人

間
性
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、

道
徳
教
育
の
充
実
や
体
験
活
動

の
一
層
の
重
視
、
体
育
・
健
康

に
関
す
る
指
導
の
充
実
に
よ

り
、
豊
か
な
心
や
健
や
か
な
体

を
育
成
す
る
こ
と
に
努
め
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
各
学
校
に
お
け

る
主
要
な
施
策
に
つ
い
て
申
し

上
げ
ま
す
。

　
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
に
お

け
る
教
材
費
の
無
償
化
に
つ
い

て
は
、
引
き
続
き
実
施
し
、
保

護
者
負
担
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

　
Ｉ※

Ｃ
Ｔ
教
育
に
つ
い
て
は
、

情
報
活
用
能
力
を
育
成
す
る
た

め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
充
実
に
努

め
て
き
ま
し
た
が
、
小
・
中
学

校
に
お
け
る
教
職
員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

活
用
指
導
力
の
向
上
、
さ
ら
に

平
成
32
年
度
か
ら
小
学
校
に
お

い
て
必
修
化
さ
れ
る
「
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
教
育
」
の
実
施
に
向

け
、
教
育
委
員
会
が
主
体
と
な

り
、
教
職
員
の
研
修
機
会
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

　
英
語
技
能
検
定
料
の
助
成
に

つ
い
て
は
、
中
学
校
に
お
い
て

平
成
30
年
度
か
ら
実
施
し
、
生

徒
の
外
国
語
に
お
け
る
学
習
意

欲
の
向
上
が
み
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
継
続
的
に
実
施
し
、
グ

ロ
ー
バ
ル
化
社
会
に
対
応
可
能

な
人
材
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

　
特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て

は
、
学
校
、
教
育
委
員
会
、
町

部
局
、
外
部
機
関
と
が
連
携

し
、
ま
た
、
特
別
支
援
教
育
支

援
員
を
配
置
し
て
特
別
な
支
援

を
要
す
る
児
童
、
生
徒
一
人
一

人
の
特
性
に
応
じ
た
教
育
を

行
っ
て
お
り
、
今
後
も
各
学

校
・
関
係
機
関
と
連
携
を
密
に

し
、
さ
ら
に
き
め
細
か
い
支
援

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

教育行政執行方針教育行政執行方針

平成３１年度

教育長　佐々木　昌子

幼
稚
園
及
び

小・中
学
校
教
育

学
校
教
育
の
推
進

特
別
支
援
教
育

※
Ｉ
Ｃ
Ｔ

：

情
報
通
信
技
術
の
こ
と

広 報 し か べ （12）



　
防
災
教
育
に
つ
い
て
は
、
幼

稚
園
、
小
・
中
学
校
そ
れ
ぞ
れ

で
噴
火
や
津
波
等
を
想
定
し
た

避
難
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す

が
、
合
同
避
難
訓
練
の
実
施

等
、
学
習
指
導
要
領
に
示
さ
れ

て
い
る
「
防
災
を
含
む
安
全
に

関
す
る
教
育
」
に
則
し
た
防
災

教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
学
校
に
お
け
る
教
職
員
の
働

き
方
改
革
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
の
教
職
員
の
働
き
方
を
見

直
し
、
業
務
の
質
を
高
め
る
と

と
も
に
、
日
々
の
生
活
等
を
豊

か
に
す
る
こ
と
で
、
自
ら
の
専

門
性
や
人
間
性
を
高
め
、
子
ど

も
た
ち
に
対
し
て
効
果
的
な
教

育
活
動
を
行
っ
て
も
ら
う
た

め
、「
学
校
に
お
け
る
働
き
方

改
革
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
」

を
策
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ス
ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ

フ
や
部
活
動
指
導
員
等
の
配
置

を
検
討
し
、
教
職
員
の
勤
務
時

間
削
減
に
向
け
た
取
り
組
み
を

推
進
し
ま
す
。

　
教
職
員
の
資
質
向
上
に
つ
い

て
は
、
教
育
の
成
果
は
教
職
員

の
確
か
な
専
門
性
と
豊
か
な
識

見
を
持
っ
て
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
教
育
現
場
で
実
践
し
成
果
と

な
っ
て
表
れ
ま
す
こ
と
か
ら
、

授
業
の
研
究
や
校
内
・
校
外
で

の
各
種
研
修
会
へ
の
派
遣
や
積

極
的
な
参
加
を
促
す
と
と
も

に
、
教
育
委
員
会
に
お
い
て
も

独
自
の
研
修
会
に
つ
い
て
取
り

組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
鹿
部
町
教
育
研
究
所

に
よ
る
研
究
・
研
修
の
実
施
と
自

主
的
に
組
織
す
る
校
長
会
や
教

頭
会
の
活
動
は
重
要
で
あ
る
た

め
、
引
き
続
き
支
援
し
、
鹿
部

町
の
教
育
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　
特
に
、
鹿
部
町
教
育
研
究
所

で
は
現
在
、「『
社
会
に
開
か
れ

た
教
育
課
程
』
の
実
現
を
目
指

し
た
幼
小
中
の
連
携
」
を
重
点

目
標
と
し
て
、
幼
小
中
の
連

携
・
一
貫
教
育
を
見
据
え
た
活

動
の
推
進
や
学
力
向
上
の
充
実

を
図
る
研
究
の
推
進
等
に
つ
い

て
調
査
・
研
究
す
る
と
と
も

に
、
実
効
性
の
高
い
取
り
組
み

を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

　
教
育
委
員
会
と
い
た
し
ま
し

て
も
、
鹿
部
町
教
育
研
究
所
の

取
組
等
に
つ
い
て
検
証
・
検
討

を
重
ね
、
現
在
実
施
し
て
お
り

ま
す
幼
小
、
小
中
と
い
っ
た
学

校
段
階
間
の
円
滑
な
接
続
や
教

科
等
の
横
断
的
な
学
習
を
重
視

し
、
よ
り
深
い
連
携
を
継
続
し

な
が
ら
、
鹿
部
町
に
相
応
し
い

学
校
の
形
や
あ
り
方
に
つ
い
て

し
っ
か
り
と
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
各
学
校
の
施
設
及
び
設
備
等

の
整
備
に
つ
い
て
は
、
幼
稚
園

園
舎
の
耐
震
診
断
と
耐
力
度
調

査
を
実
施
し
た
結
果
、
園
舎
の

建
替
え
が
急
務
と
な
り
ま
し
た

こ
と
か
ら
、
幼
稚
園
の
み
な
ら

ず
園
舎
内
で
実
施
し
て
お
り
ま

す
０
～
２
歳
児
の
保
育
事
業
や

幼
稚
園
児
の
預
か
り
保
育
事
業

に
つ
い
て
も
勘
案
し
な
が
ら
、

０
～
５
歳
児
の
保
育
や
教
育
に

つ
い
て
根
本
か
ら
検
討
し
直

し
、
建
替
え
に
つ
い
て
早
急
に

方
向
性
を
示
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
各
学
校
の
設
備
関
係

に
つ
い
て
も
、
例
年
同
様
に
備

品
等
を
購
入
す
る
等
、
よ
り
良

い
環
境
整
備
に
努
め
ま
す
。

　
学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
身
体
の
成

長
を
促
す
ば
か
り
で
は
な
く
、

学
校
生
活
に
お
い
て
楽
し
み
な

時
間
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り

ま
す
こ
と
か
ら
、
平
成
31
年
度

は
蒸
し
器
や
食
缶
を
更
新
す
る

と
と
も
に
引
き
続
き
地
場
産
食

材
の
購
入
費
用
に
つ
い
て
一
部

公
費
負
担
を
し
て
、
地
場
産
食

材
に
よ
る
給
食
回
数
を
増
や

し
、
安
心
・
安
全
で
美
味
し
い

給
食
を
提
供
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
は
、
今
後
も
引
き
続

き
衛
生
面
等
に
お
い
て
、
し
っ

か
り
と
危
機
管
理
意
識
を
も
っ

て
運
営
管
理
に
努
め
ま
す
。

　
次
に
、
社
会
教
育
の
推
進
に

つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
社
会
教
育
活
動
は
、
幅
広
い

階
層
に
わ
た
る
教
育
分
野
で
、

学
校
教
育
と
の
連
携
に
お
い
て

も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

く
セ
ク
シ
ョ
ン
で
す
。

　
加
え
て
、
活
力
あ
る
町
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
町

民
一
人
一
人
が
生
涯
に
わ
た
っ
て

学
び
、
そ
の
学
習
成
果
を
地
域

社
会
へ
生
か
す
こ
と
の
で
き
る
環

境
を
つ
く
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

防
災
教
育

施
設
及
び
設
備
等
の
整
備

学
校
給
食

教
職
員
の
働
き
方
改

革
及
び
資
質
向
上
等

社
会
教
育
の
推
進
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こ
の
こ
と
か
ら
、
公
民
館
等

の
機
能
を
活
用
し
、
町
民
の
主

体
的
な
学
習
活
動
を
支
援
す
る

と
と
も
に
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
が

あ
ら
ゆ
る
場
で
学
習
で
き
る
機

会
の
拡
充
や
情
報
提
供
の
充
実

を
図
り
、
町
民
が
生
涯
に
わ

た
っ
て
自
己
を
高
め
て
い
く
た

め
の
環
境
の
充
実
に
努
め
ま

す
。

　
具
体
的
に
は
、
町
民
が
生
き

生
き
と
様
々
な
学
習
活
動
を
行

な
え
る
よ
う
、
各
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
に
則
し
た
事
業
を
展
開

し
ま
す
。

　
小
・
中
学
生
を
対
象
と
し

た
「
し
か
べ
っ
子
教
室
」
は
、

様
々
な
体
験
活
動
や
異
学
年
と

の
交
流
を
通
じ
、
豊
か
な
情
操

や
規
範
意
識
、
他
者
へ
の
思
い

や
り
や
自
己
肯
定
感
等
を
持
た

せ
る
う
え
で
効
果
的
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
内
容
を
さ
ら
に
充
実

し
て
実
施
し
ま
す
。

　
中
学
生
か
ら
高
校
生
に
か
け

て
は
、
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
活

動
を
中
心
に
、
様
々
な
経
験
を

積
ん
で
も
ら
い
、
将
来
の
鹿
部

町
を
背
負
っ
て
立
つ
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
の
力
を
培
う
よ
う
事
業

を
展
開
し
ま
す
。

　
新
し
く
成
人
と
な
る
年
齢
層

か
ら
、
各
職
場
等
で
の
中
核
を

担
う
世
代
の
青
年
層
に
関
し
て

は
、
鹿
部
青
年
活
動
隊
の
活
動

を
中
心
に
、
人
口
減
少
が
続
く

町
を
活
気
づ
け
、
持
続
的
・
継

続
的
な
取
り
組
み
に
発
展
し
て

い
く
よ
う
、
引
き
続
き
支
援
及

び
働
き
か
け
を
行
い
ま
す
。

　「
シ
ル
バ
ー
カ
レ
ッ
ジ
」
や

各
種
講
座
等
の
成
人
教
育
に
つ

い
て
は
、
よ
り
多
く
の
主
体
的

な
参
加
が
得
ら
れ
る
よ
う
内
容

の
工
夫
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
郷
土
理
解
、
郷
土
愛

が
一
層
深
ま
る
よ
う
、
町
の
歴

史
や
文
化
に
関
す
る
学
習
活
動

を
積
極
的
に
取
り
入
れ
ま
す
。

　
読
書
活
動
の
推
進
に
つ
い
て

は
、「
第
２
次
鹿
部
町
子
ど
も

読
書
推
進
計
画
」
に
基
づ
き
、

「
し
か
べ
っ
子
図
書
無
償
支
給

事
業
」
を
は
じ
め
と
し
た
読
書

に
親
し
む
た
め
の
取
り
組
み
を

展
開
し
て
お
り
ま
す
が
、
計
画

期
間
が
残
り
１
年
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
第
３
次
計
画
の
策
定
に

向
け
た
協
議
を
進
め
ま
す
。

　
読
書
は
表
現
力
を
高
め
、
想

像
力
を
豊
か
に
す
る
こ
と
か

ら
、
引
き
続
き
道
立
図
書
館
を

は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関
と
連

携
し
、
蔵
書
の
充
実
に
も
努
め

ま
す
。

　
文
化
活
動
の
大
き
な
事
業
で

あ
る
文
化
祭
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
町
内
の
関
係
団
体
の
協

力
の
も
と
「
実
行
委
員
会
」
を

組
織
し
て
開
催
し
ま
す
。
さ
ら

に
平
成
31
年
度
は
、
３
年
に
一

度
開
催
し
て
い
る
文
化
講
演
会

を
開
催
し
、
芸
術
・
文
化
の
振

興
を
図
り
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
事
業
と
し
て

行
っ
て
い
る
、
小
学
生
を
対
象

と
し
た
「
鹿
部
キ
ッ
ズ
ク
ラ

ブ
」
と
幼
稚
園
児
を
対
象
と
し

た
「
預
か
り
保
育
ひ
ま
わ
り
」

に
つ
い
て
は
、
大
変
好
評
を
い

た
だ
き
定
着
し
て
き
て
い
る
こ

と
か
ら
、
引
き
続
き
事
業
を
展

開
し
て
い
き
ま
す
。

　
次
に
、
社
会
体
育
の
推
進
に

つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
町
民
が
心
身
と
も
に
健
康
で

充
実
し
た
生
活
を
送
る
た
め
に

は
、
生
涯
に
わ
た
り
気
軽
に
ス

ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
の
で
き

る
環
境
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
ま

す
。

　
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
は
、
地
域

の
教
育
力
の
向
上
や
活
力
あ
る

健
全
な
社
会
形
成
の
た
め
に
も

大
き
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
ま

す
。

　
こ
の
た
め
、
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
各
年
代
の
体
力
に
適

し
た
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
実
施
す

る
ほ
か
、
各
種
関
係
団
体
と
の

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
指
導
者

の
育
成
や
大
会
参
加
な
ど
へ
の

支
援
を
行
い
、
町
民
の
ス
ポ
ー

ツ
活
動
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
に
つ

き
ま
し
て
は
、
優
先
度
を
勘
案

し
な
が
ら
、
維
持
・
補
修
を
行

い
、
利
用
者
の
サ
ー
ビ
ス
向
上

に
努
め
ま
す
。

　
特
に
、
利
用
者
の
多
い
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
場
及
び
多
目
的
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
芝
生
に
つ
い
て
は
、

町
内
外
よ
り
高
い
評
価
を
得
て

い
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
維

持
管
理
に
努
め
ま
す
。

　
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
つ
い

て
は
、
引
き
続
き
町
体
育
協

会
・
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
等
、
主

要
体
育
団
体
と
連
携
を
密
に
し

な
が
ら
開
催
し
て
い
き
ま
す
。

　
次
代
を
担
う
人
材
の
育
成
と

生
涯
学
習
と
い
う
幅
広
い
所
管

か
ら
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
、

さ
ら
に
は
関
係
団
体
並
び
に
関

係
者
と
連
携
・
協
働
し
て
教
育

行
政
を
行
い
ま
す
の
で
、
町
民

の
皆
様
、
議
員
各
位
の
特
段
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
け

ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し

上
げ
、
平
成
31
年
度
の
教
育
行

政
執
行
方
針
と
し
ま
す
。

社
会
体
育
の
推
進

広 報 し か べ （14）



最
近
の
で
き
ご
と
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

平
成
30
年
度
鹿
部
町
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
長
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
開
催

「
大
沼
牛
の
牛
丼
」お
い
し
い
ね
！

糖
尿
病
重
症
化
予
防
教
室
を
実

施
し
ま
し
た

　
平
成
31
年
２
月
19
日
㈫
、
総
合
体
育
館

に
お
い
て
、「
平
成
30
年
度
鹿
部
町
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
長
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
会
員
12

名
が
参
加
し
、
３
つ
の
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
選
手
の
皆
さ
ん
は
、
一
打
一
打
、
真
剣

な
表
情
で
プ
レ
ー
し
、
練
習
の
成
果
を
存

分
に
発
揮
し
て
い
ま
し
た
。

　
平
成
31
年
２
月
22
日
㈮
、
道
南
の
大
自

然
で
飼
育
さ
れ
た
「
は
こ
だ
て
大
沼
牛
」

が
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
の
給
食
メ
ニ
ュ

ー
に
、
牛
丼
と
し
て
登
場
し
ま
し
た
。

　
こ
の
牛
肉
は
、
平
成
29
年
度
に
引
き
続

き
今
回
で
６
回
目
と
な
り
、
北
海
道
産
牛

肉
消
費
拡
大
強
化
対
策
実
行
委
員
会
の
企

画
で
七
飯
町
の
小
澤
牧
場
㈱
か
ら
「
は
こ

だ
て
大
沼
牛
」
20
㎏
（
約
４
０
０
食
分
）

が
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
日
、
小
学
校
の
６
年
１
組
で
は
、

小
澤
牧
場
㈱
の
小
澤
嘉
徳
社
長
と
盛
田
町

長
、
佐
々
木
教
育
長
、
佐
藤
校
長
が
同
席

し
児
童
た
ち
と
一
緒
に
牛
丼
を
堪
能
し
ま

し
た
。

　
児
童
た
ち
は
「
お
肉
が
柔
ら
か
く
て
す

ご
く
お
い
し
い
」
と
笑
顔
で
牛
丼
を
頬
張

り
、
お
か
わ
り
す
る
姿
も
み
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
給
食
後
に
は
、
児
童
た
ち
か
ら

牛
肉
に
関
す
る
質
問
が
あ
り
、
小
澤
社
長

に
答
え
て
い
た
だ
く
な
ど
普
段
の
授
業
で

体
験
す
る
事
の
で
き
な
い
貴
重
な
経
験
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
平
成
31
年
３
月
７
日
㈭
、
本
別
中
央
会
館

に
お
い
て
、
糖
尿
病
重
症
化
予
防
教
室
を
実

施
し
、
17
人
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
内
科
高
橋
清
仁
ク
リ
ニ
ッ
ク
の

高
橋
清
仁
先
生
を
お
招
き
し
、「
糖
尿
病
重

症
化
予
防
～
腎
症
の
悪
化
予
防
に
つ
い
て
」

を
テ
ー
マ
に
、
糖
尿
病
の
基
礎
知
識
や
糖
尿

病
性
腎
症
に
つ
い
て
、
わ
か
り
や
す
く
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
糖
尿
病
は
、
上
手
に

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
生
活
の
質
を
維
持
し
て
、

合
併
症
を
防
ぐ
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
特
に

糖
尿
病
性
腎
症
は
自
覚
症
状
が
な
い
ま
ま
進

行
し
、
透
析
治
療
に
移
行
し
て
し
ま
う
危
険

が
あ
る
た
め
、
糖
尿
病
の
方
は
、
糖
尿
病
性

腎
症
に
つ
い
て
関
心
を
持
ち
、
自
身
の
腎
症

の
程
度
を
把
握
す
る
こ
と
が
重
要
と
お
話
し

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
役
場
保
健
福

祉
課
で
は
、
今

後
も
、
糖
尿
病

重
症
化
予
防
の

た
め
の
健
康
教

室
の
実
施
や
、

個
別
の
健
康
相

談
・
栄
養
相
談

を
行
っ
て
い
き

ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ

い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
保
健
福
祉
課
（
℡

：

７
‐
５
２
９
１
）

２
月
22
日
㈮
の
給
食
メ
ニ
ュ
ー

・
牛
丼

・
大
根
と
ツ
ナ
の
サ
ラ
ダ

・
豆
腐
と
わ
か
め
の
味
噌
汁

・
牛
乳
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　まちづくりの基礎となる、平成３１年度の一般会計、特別会計（国保、介護、後期高齢者医療）、水道事

業会計の予算が決まりましたのでお知らせします。

【歳入】 【歳出】

□�地方交付税　国税のうち、所得税、法人税、酒
税、消費税のそれぞれ一定割合を、一定の基準
により国から交付される税です。
　�　鹿部町では歳入の約44％を占め、交付税に大
きく依存しているといえます。

□�町税　住民税や固定資産税、軽自動車税や町た
ばこ税、入湯税をいいます。

□�繰入金　積み立てした基金からの取崩しとし
て、公共施設整備基金で8,000万円、財政調整基
金で2億3,546万円を繰り入れします。
　�　また、一般会計と特別会計間での現金の移動
も行っています。

□�国道支出金　まちが行う事業に対する国や北海
道からの補助金です。

□�町債　まちの借金のことです。
　�　平成31年度では、旧ゴミ焼却施設解体関連事
業で3,560万円、鹿部市街地線改良舗装事業で
1,800万円、臨時財政対策債で6,920万円の借入
を予定しています。

□諸費　　�主に職員の人件費をいいます。給料や
職員手当等、共済費に要する経費です。

□民生費　�高齢者や障がい者、児童などの福祉に
要する経費をいいます。

□商工・労�働費　労働や商工業、観光、公園管理
などに要する経費をいいます。

□消防費　�消防や災害対策などに要する経費をい
います。

□公債費　�まちが過去に事業を行うために借り入
れたお金の償還金です。

□衛生費　�健康増進や火葬場、墓地、ゴミ処理な
どに要する経費をいいます。

□総務費　�役場庁舎や財産管理、一般事務経費な
どに要する経費をいいます。

□教育費　�教育委員会や小・中学校、幼稚園、社
会教育などに要する経費をいいます。

□土木費　�道路、河川、住宅などに要する経費を
いいます。

□農林水産�業費　農林・畜産・水産業に要する経
費をいいます。

□議会費　�議会の活動や運営に要する経費をいい
ます。

□予備費　�予算外の支出や予算超過の支出に充て
るものです。

会　　計　　名 予算額

国民健康保険事業勘定 7億6,093万円

介護保険事業（保険事業勘定） 3億6,783万円

介護保険事業（サービス事業勘定） 55万円

後期高齢者医療 5,780万円

水道事業 1億5,595万円

※水道事業会計は、収益的支出・資本的支出の総額

その他
4億7,906万円

町債
1億2,280万円

国道支出金
2億8,440万円

繰入金
3億1,807万円

町税
3億9,993万円

地方交付税
12億5,874万円

諸費
5億5,921万円

民生費
5億34万円

消防費
2億6,826万円

公債費
2億5,327万円

衛生費
2億3,716万円

総務費
2億3,271万円

教育費
2億2,390万円

土木費
1億4,703万円

農林水産業費　9,705万円 議会費　3,907万円
予備費　500万円

商工・労働費
3億円

歳入総額
28億6,300万円

歳出総額
28億6,300万円
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■福祉や医療 ■水産業振興
１　障害者自立支援給付事業 125,807千円 １　昆布増殖場造成事業 10,000千円

２　児童手当 52,620千円 ２　ホタテウロ未利用資源有効利用

３　いこいの湯運営事業 16,340千円 　　施設運営負担金 7,267千円

４　子ども医療給付事業 16,049千円 ３　漁業系廃棄物リサイクル施設改修

５　老人保護措置費 14,400千円 　　工請負費 4,928千円

６　保育事業ひよこ 14,178千円 ４　漁場調査試験事業 3,300千円

７　予防接種事業 9,548千円 ５　ナマコ資源保護事業 3,240千円

８　町民ニコニコ健診事業 4,370千円 ６　ウニ種苗放流事業 3,050千円

９　がん検診事業 3,898千円 ７　水産等人材育成支援事業 2,000千円

■商工観光 ■教育
１　ふるさと寄附金PR活動 167,201千円 １　社会教育施設非常用発電機更新事業 28,999千円

２　道の駅しかべ間歇泉公園指定管理委託料 22,975千円 ２　総合体育館運営事業 22,117千円

３　地域おこし協力隊関連経費 13,352千円 ３　山村広場運営事業 13,304千円

４　中小企業チャレンジ支援事業補助金 10,000千円 ４　鹿部キッズクラブ事業 3,644千円

５　しかべ海と温泉のまつり助成金 8,640千円 ５　コンビオーブン購入費 3,358千円

６　鹿部商工会助成金 6,300千円 ６　地下埋設油タンク内面FRPライニン

７　食による観光振興事業費 5,109千円 　　グ工事請負費 3,003千円

８　プレミアム付商品券発行事業補助事業 2,000千円 ７　文化講演会事業 2,038千円

■道路・河川整備 ■消防防災
１　除排雪作業委託料 37,800千円 １　南渡島消防事務組合負担金 252,631千円

２　町道鹿部市街地線改良舗装工事請負費 20,000千円 ２　防災備蓄整備事業 7,395千円

３　町道本別東３号線側溝修繕工事請負費 10,500千円 ３　防災無線保守委託料 1,646千円

４　鹿部川護岸補修工事請負費 7,000千円 ４　消火栓の新設（1か所） 1,628千円

５　町道舗装補修工事請負費 5,000千円 ５　消火栓の改修（2か所） 1,562千円

６　町道側溝清掃事業 4,000千円

７　道路附属物修繕工事請負費 2,000千円

８　町道区画線整備工事請負費 2,000千円

■町営住宅 ■環境衛生
１　宮浜中央団地A棟外部改修工事請負費 26,730千円 １　渡島廃棄物処理広域連合負担金 61,104千円

２　大岩団地屋根改修工事請負費 2,530千円 ２　資源ゴミ・し尿等処理委託料 47,124千円

３　宮浜中央団地外部改修工事実施設 ３　旧ゴミ焼却施設関連事業負担金 39,653千円

　　計委託料 1,296千円 ４　一般廃棄物収集運搬委託料 18,312千円

５　斎場及び墓地管理運営事業 12,868千円

６　粗大ゴミ回収運搬委託料 3,516千円
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平成３０年度 卒園式･卒業式特集
中学校卒業式（３月１５日）　卒業者２４名（男子１０名・女子１４名）

小学校卒業式（３月１８日）　卒業者２８名（男子１５名・女子１３名）

幼稚園卒園式（３月１９日）　卒園者２８名（男子１０名・女子１８名）
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～町政について
　一緒に語らいましょう～

開かれた身近な町政づくりを進めるため、町民の皆さんの声に耳を傾け、対話を深めることを目的に、

町長室を開放します。平成３１年４月の開放予定日をお知らせしますので、町長室にお越しになる方は

事前に、総務・防災課へ申込みください。

なお、開放予定日に限らず、公務などが入っていない日も開放していますので、お気軽にお問い合わ

せください。

■平成３１年４月の開放予定日　４月１７日（水）午前９時から午後７時まで

※お問い合わせ先　役場総務・防災課（℡：７－２１１１）

語らい町長室

※お問い合わせ先　役場民生課健康保険係（℡：７－５２９０）

学生の国民健康保険被保険者証について
〇進学するお子さんがいる方へ
　�　国民健康保険に加入しているお子さんが進学のため、扶養者である親元を離れて生活する場合には、

引き続き町の国民健康保険に加入することになります。進学するお子さんの被保険者証を交付するため

の届出をしてください。

【届出に必要なもの】

　・印鑑

　・在学証明書又は学生証（コピー可：学生証のコピーを提出する場合には、両面コピーをお願いします。）

　※届出は学生本人ではなく、世帯主の方でもできます。

　

〇学生の被保険者証をお持ちの方へ
　�　現在、学生の被保険者証をお持ちの方は、有効期限が４月１日までとなっています。有効期限を過ぎ

ると国民健康保険の資格を喪失することになります。

　�　４月１日以降も学生で、引き続き町の国民健康保険に加入する場合は、４月１日以降に届出をしてく

ださい。届出をしない限り保険証は送付されません。

【届出に必要なもの】

　・印鑑

　・在学証明書又は学生証（コピー可：学生証のコピーを提出する場合には、両面コピーをお願いします。）

　※届出は学生本人ではなく、世帯主の方でもできます。

～こんなときには届出が必要です。～
　国民健康保険の加入又は脱退には、必ず届出が必要となりますので、事由が発生してから１４日以内

に届出をしてください。次のような場合に、届出が必要となります。

加入するとき 脱退するとき
１　ほかの市区町村から転入したとき １　ほかの市町村へ転出したとき

２　職場の健康保険などの資格がなくなったとき ２　職場の健康保険などに加入したとき

３　生活保護を受給しなくなったとき ３　生活保護を受給するとき

【届出に必要なもの】

　・新しく加入した健康保険被保険者証

　・国民健康保険被保険者証

　・印鑑

【届出に必要なもの】

　・健康保険資格喪失証明書

　・被扶養者の認定について

　　※被扶養者ではなくなった場合のみ

　・印鑑
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鹿部町内不法投棄等監視パトロール実施中 !!
～不法投棄は絶対にしないようにしましょう～

不法投棄をすると５年以下の懲役若しくは１千万円以下の罰金又はこれを併科に処せられます。

●２月のゴミ回収量（ 一般ゴミ ）
　全体　64.20t（ 昨年度同月回収量61.99ｔ　約3.5％増 ）
　　　　内訳 　焼却処分：47.99t、リサイクル：15.67t、埋立処分：0.54t

混ぜればゴミ！分ければ資源！地球温暖化による環境への負担などを減らすため、ゴミの分別・減量に
ご協力をお願いします。

　
会
社
や
お
店
な
ど
各
種
事
業
活
動
か
ら
出
る
ゴ
ミ
は
『
事

業
系
ゴ
ミ
』
と
言
い
、「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す

る
法
律
」
と
町
条
例
に
よ
り
、
事
業
者
は
す
べ
て
の
事
業
系

ゴ
ミ
を
「
自
ら
の
責
任
で
適
正
に
処
理
す
る
こ
と
」
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。（
町
内
会
で
管
理
し
て
い
る
ゴ
ミ
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
へ
出
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。）

　
こ
の
事
業
系
ゴ
ミ
は
、
ゴ
ミ
の
種
類
や
事
業
活
動
に
よ
り

「
産
業
廃
棄
物
」「
事
業
系
一
般
廃
棄
物
」
に
区
別
さ
れ
ま
す
。

　
事
業
系
ゴ
ミ
を
処
理
す
る
際
に
は
、
処
理
施
設
に
お
持
ち

込
み
い
た
だ
く
か
、
産
業
廃
棄
物
の
場
合
は
、
道
の
許
可
を

受
け
た
収
集
運
搬
業
者
に
、事
業
系
一
般
廃
棄
物
の
場
合
は
、

町
の
許
可
を
受
け
た
収
集
運
搬
業
者
に
処
理
を
依
頼
し
て
く

だ
さ
い
。

　
処
理
施
設
や
許
可
業
者
に
つ
い
て
は
、
役
場
民
生
課
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先　

　
役
場
民
生
課
生
活
環
境
係
（
℡

：

７-

５
２
９
０
）

■�
事
業
所
か
ら
出
る
ゴ
ミ
は
、
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
す

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
コ
ン
ポ
ス
タ
ー
容
器
等
及
び
機
械
式
生
ゴ
ミ
処
理
機
を
購

入
さ
れ
た
方
に
補
助
金
を
交
付
す
る
制
度
は
、
平
成
30
年
度

に
引
き
続
き
平
成
31
年
度
も
継
続
し
て
実
施
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
補
助
制
度
の
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

１　

補
助
金
の
交
付
対
象
と
な
る
減
容
化
容
器

⑴�

コ
ン
ポ
ス
タ
ー
容
器
な
ど
（
１
世
帯
あ
た
り
２
基
ま
で
）

　�

　
生
ゴ
ミ
の
減
量
又
は
堆
肥
化
に
用
い
る
１
０
０
リ
ッ
ト

ル
以
上
２
３
０
リ
ッ
ト
ル
以
下
の
容
器
で
、
水
分
が
地
中

に
浸
透
す
る
若
し
く
は
微
生
物
を
利
用
し
室
内
に
お
い
て

使
用
可
能
で
あ
り
、
悪
臭
や
害
虫
な
ど
が
発
生
し
な
い
構

造
及
び
材
質
の
も
の

⑵
機
械
式
生
ゴ
ミ
処
理
機
（
１
世
帯
あ
た
り
１
台
ま
で
）

　�

　
生
ゴ
ミ
を
電
気
に
よ
り
加
熱
す
る
構
造
の
機
械
で
、
冬

季
間
に
お
い
て
も
使
用
が
可
能
で
あ
る
乾
燥
型
及
び
微
生

物
分
解
型
の
も
の

２　

補
助
金
の
交
付
対
象
者

⑴
町
内
に
住
所
を
有
し
、
居
住
し
て
い
る
こ
と

⑵
町
内
の
販
売
店
か
ら
購
入
し
て
い
る
こ
と

⑶�
購
入
し
た
容
器
又
は
処
理
機
を
常
に
良
好
な
状
態
で
維
持

管
理
で
き
る
こ
と

３　

補
助
金
額

⑴
コ
ン
ポ
ス
タ
ー
容
器
な
ど
　
　
　

　
購
入
金
額
の
２
分
の
１
（
上
限
額
３
千
円
）

⑵
機
械
式
生
ゴ
ミ
処
理
機
　
　
　
　

　
購
入
金
額
の
２
分
の
１
（
上
限
額
40
千
円
）

　
※
補
助
金
は
１
０
０
円
未
満
切
り
捨
て
と
な
り
ま
す
。

　
快
適
な
住
環
境
の
維
持
や
家
庭
に
お
け
る
ゴ
ミ
の
減
量
策

の
一
環
と
し
て
、
皆
さ
ん
も
こ
の
機
会
に
生
ゴ
ミ
の
減
容
化
容

器
な
ど
の
購
入
を
検
討
さ
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先　

　
役
場
民
生
課
生
活
環
境
係
（
℡

：

７-

５
２
９
０
）

事
業
系
ゴ
ミ
の
処
理
に
つ
い
て

家
庭
生
ゴ
ミ
減
容
化
容
器
等
購
入
費

補
助
金
制
度
に
つ
い
て

産
業
廃
棄
物

・
す
べ
て
の
事
業
活
動
に
伴
う
も
の 

　�

燃
え
殻
、
廃
油
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
、
ゴ
ム
く
ず
、

金
属
く
ず
、
ガ
ラ
ス
く
ず
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
く
ず
、

陶
器
く
ず
　
な
ど

・
特
定
の
事
業
活
動
に
伴
う
も
の

　�

建
設
業
か
ら
生
じ
る
紙
く
ず
・
木
く
ず
・
繊
維
く
ず
、

紙
製
造
業
・
新
聞
業
か
ら
生
じ
る
紙
く
ず
、
木
材
・

木
製
品
製
造
業
か
ら
生
じ
る
木
く
ず
　
な
ど

事
業
系
一
般
廃
棄
物

・
産
業
廃
棄
物
以
外
の
事
業
系
ゴ
ミ
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　平成３１年２月２３日（土）、中央公民館において町内の小学生とその保護者の方を対象に「おやこ食育料

理教室」を開催しました。当日は、２４人の方が参加し「みんなで作ろう簡単ランチ」をテーマに、豚
とん

とん

まぜごはん、チーズ春巻き、やーれんそうめん、フルー

ツヨーグルトの４品を実習しました。

　参加された皆さんは、食生活改善推進員から調理の基

本を教わりながら、親子や友人同士で楽しく料理を完成

させ、「今日作ったメニューは簡単で家でも作れそう」

や「自分で作ったのでおいしい」などの感想をいただき

ました。

　食生活改善推進協議会では、今後も食育に関する教室

を実施する予定ですので、ぜひご参加ください。

≪材料≫　（４人分）
　豚バラ肉（薄切り）	 ７０ｇ

　小松菜		  １００ｇ

　しょうが		  １０ｇ

　しょうゆ		  小さじ２

　酒		  小さじ２

　塩		  ２ｇ

　砂糖		  １ｇ

　サラダ油		  小さじ２

　ごま油		  小さじ１

　温かいご飯		  ４６０ｇ

『豚
とん

とんまぜご飯』≪１人分栄養価：エネルギー307kcal、食塩相当量0.9g≫

≪作り方≫　

１　豚肉は２㎝幅、小松菜は２㎝の長さに切り、しょうがを千切りにします。

２　フライパンにサラダ油を熱し、しょうがを炒め、香りがたったら豚肉を加えて炒めます。

３�　豚肉の色が変わったら小松菜を加え、しんなりとしたらＡを加えさらに炒め、火を止めたあとにご

ま油を加え混ぜます。

４　温かいご飯に３を汁ごと加えて混ぜ、器に盛り完成です。

　　“小松菜は野菜のなかでもカルシウムが豊富で、成長期のお子さんにおすすめです。”

～「おやこ食育料理教室」を開催しました～

A
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今月の担当は、平野　悠　です。

平成３１年度健診（検診）日程のお知らせ

　町では、平成３１年４月１日から平成３２年３月３１日までの期間に次の日程で健診（検診）を行います。

生活習慣病は、痛みなどの自覚症状がなく動脈硬化を進行させ、心臓病や脳血管性疾患などの命に関わる

病気を引き起こします。これからも元気で生活するため、年に一度は健診（検診）を受け、健康状態を確

認しましょう。

健診（検診）名 月　　日 受付時間 場　　所 内　　　容 申込受付期間

町民ニコニコ健診
（集団健診）

６月25日（火） ９:00 ～ 10:30 大岩地域会館

・�基本健診(身体測定、

血圧測定、血液検査など）

・肺がん検診

・結核検診

・前立腺がん検診

・肝炎検査

・エキノコックス症検査

５月21日（火）～

６月４日（火）

６月26日（水）

９:00 ～ 11:00

中央公民館13:00 ～ 15:00

17:00 ～ 18:30

６月27日（木）
９:00 ～ 11:00

本別中央会館
13:00 ～ 15:00

11月７日（木） ９:00 ～ 11:00 本別中央会館
10月15日（火）～

10月29日（火）

平成32年

２月13日（木）
９:00 ～ 11:00 本別中央会館

平成32年

１月16日（木）～

２月６日（木）

町民ニコニコ健診
（個別健診）

４月１日（月）～

平成32年

３月31日（火）

10:00 ～ 16:00
しかべ内科

診療所

・�基本健診(身体測定、

血圧測定、血液検査など）

・肺がん検診

・結核検診

・前立腺がん検診

・肝炎検査

４月１日（月）～

平成32年

３月17日（火）

＜町民ニコニコ健診対象者＞
・特定健診（４０歳以上７４歳以下の鹿部町国民健康保険加入者）

・一般健診（２０歳以上３９歳以下の方、生活保護受給者）

・後期高齢者健診（後期高齢者医療制度加入者）

・肺がん検診（４０歳以上の方）・結核検診（６５歳以上の方）

・前立腺がん検診（５０歳以上の男性の方）

・肝炎検査（４０歳以上の方で過去に肝炎検査を受けていない方）

・エキノコックス症検査（２０歳以上の方…原則５年に１回）

※�町民ニコニコ健診は、平成３１年４月から平成３２年３月までのうち１回、受診

をすることができます。ただし、町民ニコニコ健診は、鹿部町国民健康保険加入

者対象の「生活習慣病予防健診」と重複して受診はできませんのでご注意くださ

い。生活習慣病予防健診の実施時期については、６月頃にご案内します。

広 報 し か べ （22）



※お問い合わせ先　役場保健福祉課保健推進係（℡：７－５２９１）

健診（検診）名 月　　日 受付時間 場　　所 内　　　容 申込受付期間

骨粗しょう症検診 ６月26日（水） 13:00 ～ 15:00 中央公民館 超音波検査
５月21日（火）～

６月４日（火）

胃がん検診

５月30日（木）

６:00 ～９:30

(30分ごとの予約制) 鹿部会館

・胃バリウム検査

・ピロリ菌抗原便検査

（胃バリウム検査とセ

ット検診となります。

自宅で便を取り、便の

中にピロリ菌がいない

か検査します。）

４月22日（月）～

４月26日（金）

10月24日(木)
９月20日（金）～

10月４日（金）

大腸がん検診

胃がん検診と同

時実施
６:00 ～９:30 鹿部会館

便潜血反応検査

（2日間）

自宅で便を取り検査を

します。

胃がん検診の申込

受付期間

町民ニコニコ健

診と同時実施
各健診の受付時間内 各健診会場

各健診申込受付期

間

簡易脳検診

8月から平成32年

3月までのうち病

院が指定した日

（予定）

午後（予定）
函館

新都市病院

頭部ＭＲＩ、血圧測定

頭部ＭＲＡ、頸部Ｘ線

血液検査、尿検査

6月中（予定）

〈乳がん検診〉

　⑴対　　象　　西暦で奇数年生まれの満４０歳以上の女性町民の方　　　　
　⑵検診期間　　平成３１年４月１日から平成３２年３月３１日まで　　　　
　　　　　　　　検診日については、各医療機関との調整となりますので、申込時にご確認ください。
　⑶検診機関　　�函館中央病院、函館五稜郭病院、市立函館病院 、共愛会病院、函館赤十字病院、函館市

医師会病院、秋山記念病院、函館渡辺病院、国立病院機構函館病院、北美原クリニック
　⑷申 込 み　　随時、申込みを受け付けていますので役場保健福祉課までお問い合わせください。

〈子宮がん検診〉

　⑴対　　象　　西暦で奇数年生まれの満２０歳以上の女性町民の方　　　　　　　
　⑵検診期間　　平成３１年４月１日から平成３２年３月３１日まで　　　　
　⑶検診機関　　函館市内の産婦人科
　⑷申 込 み　　随時、申込みを受け付けていますので役場保健福祉課までお問い合わせください。

（広告）
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町広報誌に広告を

掲載してみませんか？

●お申込み・お問い合わせ：役場企画振興課広報広聴係（℡：７－５２９７）

鹿部消防署からのお知らせ
１　平成３１年春の全道火災予防運動の実施について 
　全国統一防火標語「忘れてない？　サイフにスマホに火の確認」
　�　平成３１年春の全道火災予防運動が、平成３１年４月２０日（土）から４月３０日（火）まで実施

されます。

　�　例年、この時期は空気が乾燥し、風の強い日が多いため、一度火災が発生すると被害が大きくなる

危険性が高くなります。

　�　まだまだ寒い日が続きますので、暖房器具などの火気の取扱いには十分注意し、火災のないまちづ

くりにご協力をお願いします。

２　住宅用火災警報器の維持管理について
　�　住宅用火災警報器は、古くなると電子部品の寿命や電池切れなどにより、火災を感知しなくなるこ

とがあるため、定期的に作動確認をして１０年を目安に電池の交換や警報器本体を交換しましょう！

　【設置時期を調べるには】　
　�　警報器を設置したときに記入した「設置年月」や本体に記載されている「製造年」を確認してくだ

さい。

　【作動確認のやりかた】

３　住宅用火災警報器の設置状況アンケート調査へのご協力について 
　�　鹿部消防職員が住宅用火災警報器の設置状況を把握する目的で、電話などによりアンケート調査を

実施していますが、これは販売行為ではありませんので、調査へのご協力をお願いします。

　※お問い合わせ先　　鹿部消防署予防課予防係（℡ ：７－３３３１）

定期的な作動確認

古くなったら交換

作動確認をしても警報器に反応がなければ、本体の故障

か電池切れです。電池の交換又は警報器本体を交換しま

しょう。

警報器本体の故障か電池切れです。

電池の交換又は警報器本体を交換しましょう。

点検ボタンを押すか点検ヒ

モを引き、定期的に作動確

認しましょう。

火災警報以外で

警報が鳴った場合
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　防衛省では、平成３１年度自衛官採用試験を次の日程で実施します。

　函館バス(株)では、平成３１年４月１日から地域住民や外国人旅行客が乗車する路線バスを一目で判

別できるよう、漢字で表記していた系統名に系統番号を付番することとなりました。

　詳細については、函館バス㈱鹿部出張所にお問い合わせください。

■系統番号（平成３１年４月１日改正）

　※お問い合わせ先　函館バス㈱鹿部出張所（℡：７－２０４４）

平成３１年度自衛官採用試験の実施について

路線バス（函館バス）系統番号の付番について

募 集
種 目

一般曹候補生 自衛官候補生

資 格 １８歳以上３３歳未満の方

受 付
期 間

① 平成３１年５月１５日（日）まで

② 平成３１年７月　１日（月）から９月６日（金）まで
年間を通じて行っています

試 験
期日等

①【１次試験】

　平成３１年５月２５日（土）

①【２次試験】

　�平成３１年６月２６日（水）から

７月１日（月）まで（内１日指定）

【合格発表】

　１次：平成３１年６月　７日（金）

　最終：平成３１年７月２６日（金）

②【１次試験】

　�平成３１年９月２０日（金）から

２２日（日）まで（内１日指定）

②【２次試験】

　�平成３１年１０月１１日（金）か

ら１６日（水）まで（内１日指定）

【合格発表】

　１次：平成３１年１０月４日（金）

　最終：平成３１年１１月８日（金）

【１次試験】

５月：�平成３１年５月１８日（土）

から２０日（月）まで

６月：�平成３１年６月２２日（土）

から２４日（月）まで　

※�２次試験日及び合格発表日につ

いては、１次試験後にお知らせし

ます。

お問い
合わせ

自衛隊函館地方協力本部　函館地区隊　℡：０１３８－５３－６２４１

メールでの資料請求は　Mail：recruit1-hakodate@pco.mod.go.jp

系統名 系統番号

函館～大沼公園～鹿部 ２１０

鹿部駅（鹿部出張所～鹿部駅） ２２１

鹿部駅（鹿部出張所～間歇泉） ２２２

鹿部海岸（鹿部出張所～南茅部） ２２３

鹿部海岸（南茅部～古部） ２２４

鹿部海岸（鹿部出張所～南茅部～古部） ２２５

川汲（バスセンター～川汲温泉～南茅部） ９９

椴法華（バスセンター～南茅部支所前～椴法華支所前） ９９Ａ

椴法華急行（椴法華支所前～南茅部支所前～バスセンター） ９９Ｂ

　平成３１年３月１６日から函館バス鹿部駅線の運行時間が一部改正されました。運行時

刻の詳細については、函館バス㈱鹿部出張所へ確認してください。

広 報 し か べ（25）



１　目　　的　　参加者の方が、ともに学びながら生きがいのある豊かな老後を過ごす意欲を高める機会を
つくるため、開設します。

２　参加対象　　町内在住の６０歳以上の方
３　主　　催　　教育委員会
４　年間学習プログラム（予定）

月　　日 内　　　　容 時　間 場　　所
4月19日(金) 開講式 ＆ 講演会～田辺鶴瑛爆笑介護講談～ 14:30 函　館　市

5月 9日(木) 科学の原理に触れてみよう 10:00 中央公民館

6月14日(金) 現代の中学生の主張を聞いてみよう 13:00 中央公民館

7月 1日(月) 幼稚園交流 ＆ 給食試食会 10:00 幼　稚　園

7月22日(月) 札幌交響楽団のコンサートを観よう 総合体育館

9月9日(月)、10日(火) 修学旅行 岩　手　県

10月17日(木) 海上自衛隊見学 ＆ 昼食会 9:00 函　館　市

11月中旬 防災ヘリを使った消防訓練を見てみよう 10:00 鹿　部　町

12月12日(木) オリジナルスタンプで年賀状を作ろう 10:00 中央公民館

平成32年1月23日(木) キャンドルを作ってみよう★ 10:00 中央公民館

平成32年2月20日(木) ネイパル森に行ってみよう 9:00 森　　  町

平成32年3月19日(木) 閉講式 ＆ 函館協会病院講演会 10:00 中央公民館

※学習内容及び日程は、都合により一部変更となる場合がありますので、あらかじめご了承ください。

５　募集期間　　平成３１年４月 1日（月）から４月１１日（木）まで（土、日を除く）
　　　　　　　　受付時間：午前８時４５分から午後５時３０分まで

６　定　　員　　定員なし
７　参 加 料　　２，０００円 ( 申込時にお支払いください。)
８　受 講 料　　講座の内容によっては参加料のほか、受講料をいただく場合があります。
　　　　　　　　※�第１回（４/ １９開講式 ＆ 講演会～田辺鶴瑛爆笑介護講談～）の受講料は、８００円

となりますので、当日お支払いください。

９　保 険 料　　スポーツ安全保険加入を希望される方は、平成３１年４月１７日（水）までに申出ください。
（６０歳以上の方：１, ８８０円、６５歳以上の方：１, ２３０円）

　　　　　　　　※�保険加入は、自由加入で強制ではありません。詳細については、教育委員会までお問い

合わせください。

10　申込方法　　登録申込書に必要事項を記入のうえ、教育委員会まで申込みく
ださい。

11　そ の 他　　交通手段のない方に限りご自宅まで送迎をします。自家用車を
お持ちの方は送迎できませんので、あらかじめご了承ください。

（乗車定員を超えた場合、ご希望に添えないことがありますの

で、あらかじめご了承ください。）

「平成３１年度鹿部町シルバーカレッジ」受講生募集

　※お問い合わせ先　教育委員会（℡：７－３１２４）

広 報 し か べ （26）



（２月の新刊）

（新しい絵本） （新しい絵本）

（３月の新刊）

◎ 新章神様のカルテ	夏川　草介

◎ いちにちのりもの	 ふくべあきひろ

◎ ノースライト	 横山　秀夫

◎ 樹木希林 120 の遺言	樹木　希林

◎ にんぎょひめ	 いもとようこ

◎ 傲慢と善良	 辻村　深月

◎ 凍てつく太陽	 葉真中　顕

◎ ヘンゼルとグレーテル	 いもとようこ

◎ 闇夜の底で踊れ	 増島　拓哉

◎ はじめまして	 新沢としひこ

◎ かわたれどき	 畠中　　恵 ◎ ﾚﾌﾄﾊﾝﾄﾞﾌﾞﾗｻﾞｰﾌｯﾄ	 知念実希人

◎ さんまいのおふだ	石崎　洋司

◎ 本と鍵の季節	 米澤　穂信 ◎ 寝たままできる骨ｽﾄﾚｯﾁ	 松村　　卓

◎ 花さき山　	 斎藤　隆介

　「こどもの読書週間」は1959年（昭和34年）につくられました。幼少期から本にふ
れあい、物事を正しく判断する力を身に付けておくことは、子どもが大きくなるうえ
でとても大切なことです。中央公民館図書室では、期間中、大人を含めた利用者全員
の貸出冊数をいつもの倍の10冊に増やすキャンペーンを行います。読み聞かせにおす
すめの絵本も取り揃えています。ぜひ、ご利用ください！

新年度の常設展が始まりました。ご利用をお待ちしています。
　○	「平成30年度貸出図書人気ベスト10展」
　○	「2019年本屋大賞ノミネート作品展」

4/23～5/12は 「こどもの読書週間」
＜期間中、貸出冊数が5冊→10冊 に!!＞

常設展リニューアルのお知らせ

広 報 し か べ（27）



　
公
益
財
団
法
人
国
際
青
少
年

研
修
協
会
で
は
、
夏
休
み
海
外

研
修
交
流
事
業
の
参
加
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
体
験
を
通
し

て
、
お
互
い
の
理
解
や
交
流
を

深
め
、
国
際
性
を
養
う
こ
と
を

目
的
に
実
施
し
ま
す
。

　
ひ
と
り
で
参
加
さ
れ
る
方
や

初
め
て
海
外
に
行
く
方
が
多

く
、
事
前
研
修
会
で
は
、
仲
間

づ
く
り
か
ら
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

の
で
、
安
心
し
て
ご
参
加
い
た

だ
け
ま
す
。

１　

内
容

　�

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
文
化
交
流
、
学
校

体
験
、
英
語
研
修
、
地
域
見

学
、
野
外
活
動
な
ど

２　

研
修
国

　�

イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
、
カ
ナ
ダ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
、
フ
ィ
ジ
ー

３　

日
程

　�

平
成
31
年
７
月
26
日
㈮
か
ら

平
成
31
年
８
月
20
日
㈫
ま
で

の
う
ち
８
～
18
日
間

４　

対
象

　
小
学
校
３
年
生
か
ら

　
高
校
３
年
生
ま
で
の
方

５　

参
加
費

　
36
万
～
65
万
円

　
※�

早
期
申
込
割
引
も
あ
り
ま

す
の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

６　

申
込
期
限

　
平
成
31
年
５
月
24
日
㈮
か
ら

　
平
成
31
年
６
月
７
日
㈮
ま
で

　
※�

日
程
、
対
象
、
参
加
費
、

申
込
期
限
は
コ
ー
ス
に
よ

り
異
な
り
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
公
益
財
団
法
人
国
際
青
少
年
研
修
協
会

　
℡

：

０
３
‐
６
４
１
７
‐
９
７
２
１

　
平
成
31
年
10
月
１
日
に
予
定

さ
れ
て
い
る
消
費
税
引
き
上
げ

の
際
に
は
、
軽
減
税
率
制
度
が

実
施
さ
れ
、税
率
８
％
と
10
％
、

双
方
の
商
品
を
取
り
扱
う
事
業

者
は
様
々
な
対
応
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
事
業
者
を
支
援
す

る
た
め
、
国
に
お
い
て
軽
減
税

率
に
対
応
す
る
た
め
の
レ
ジ
や

受
発
注
シ
ス
テ
ム
、
請
求
書
の

発
行
を
行
う
シ
ス
テ
ム
の
改

修
・
導
入
に
対
す
る
補
助
金
が

用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
早
め
に

対
応
し
て
い
た
だ
け
ま
す
よ

う
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
軽
減
税

率
対
策
補
助
金
事
務
局
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://k
zt-h
o
jo
.

jp
/

）
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
電
話

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
軽
減
税
率
対
策
補
助
金
事
務
局

　
℡

：

０
１
２
０
‐
３
９
８
‐
１
１
１

　
協
会
け
ん
ぽ
北
海
道
支
部
で

は
、
年
度
内
に
１
回
、
加
入
者

の
皆
さ
ん
の
健
診
費
用
の
一
部

を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　
35
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
被
保

険
者
（
ご
本
人
）
の
方
に
は
、

が
ん
検
診
を
含
め
た
充
実
し
た

健
診
項
目
の
「
生
活
習
慣
病
予

防
健
診
」
を
、
40
歳
か
ら
74
歳

ま
で
の
被
保
険
者
（
ご
家
族
）

の
方
に
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
に
着
目
し
た
「
特

定
健
康
診
査
」
の
２
つ
の
健
診

を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

　
生
活
習
慣
病
の
予
防
と
早
期

発
見
・
早
期
治
療
の
た
め
に
も

年
に
一
度
は
健
診
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
全
国
健
康
保
険
協
会
北
海
道
支
部

　
℡

：

０
１
１
‐
７
２
６
‐
０
３
５
２

　
平
成
31
年
度
の
協
会
け
ん
ぽ

の
健
康
保
険
料
率
と
介
護
保
険

料
は
、
平
成
31
年
３
月
分
（
４

月
納
付
分
）
か
ら
改
定
さ
れ
、

健
康
保
険
料
率
は
、
10
．
31
％

（
プ
ラ
ス
０
．
06
％
）、
介
護
保

険
料
率
は
、
１
．
73
％
（
プ
ラ

ス
０
．
16
％
）
と
な
り
ま
す
。

　
保
険
料
率
の
引
き
上
げ
に
関

し
て
、
ご
理
解
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
全
国
健
康
保
険
協
会
北
海
道
支
部

　
℡

：

０
１
１
‐
７
２
６
‐
０
３
５
２

　
財
務
省
北
海
道
財
務
局
で

は
、
財
政
、
金
融
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
活
躍
す
る
財

務
専
門
官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
31
年
度
の
採
用
試
験
の

概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１　

受
験
資
格

⑴�

平
成
元
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
10
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

⑵�

平
成
10
年
４
月
２
日
以
降
生

ま
れ
で
大
学
を
卒
業
す
る
見

込
み
の
方
な
ど

２　

申
込
受
付
期
間

　
平
成
31
年
４
月
10
日
㈬
ま
で

　
※�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
込

み
く
だ
さ
い
。

　【
申
込
Ｕ
Ｒ
Ｌ
】

　�h
ttp
://w
w
w
.jin
ji-sh

ik
en
.

g
o
.jp
/ju
k
en
.h
tm
l

３　

第
１
次
試
験

　
平
成
31
年
６
月
９
日
㈰

４　

第
１
次
試
験
合
格
発
表
日

　
平
成
31
年
７
月
２
日
㈫

５　

第
２
次
試
験

　�

平
成
31
年
７
月
10
日
㈬
・
11

日
㈭
の
う
ち
の
指
定
日

６　

最
終
合
格
発
表
日

　
平
成
31
年
８
月
20
日
㈫

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
財
務
省
北
海
道
財
務
局
人
事
課
人
事
係

　
℡

：

０
１
１
‐
７
０
９
‐
２
３
１
１

　
平
成
31
年
４
月
１
日
付
け

　
　
※
（
　
）
内
前
職

　　
▼
企
画
振
興
課
長
兼
会
計
課
長

　
　
　
村
田
　
昌
弘

　
　（
企
画
振
興
課
長
兼
出
納
室
長
）

　
▼
水
産
経
済
課
長
　

　
　
　
山
口
　
政
幸

　
　（
建
設
水
道
課
長
）

　
▼
建
設
水
道
課
長

　
　
　
木
村
　
　
幹

　
　（
水
産
経
済
課
長
）

　
▼
税
務
課
係
長

　
　
　
野
田
　
明
彦

　
　（
建
設
水
道
課
係
長
）

　
▼
企
画
振
興
課
係
長

　
　
　
吉
田
か
お
り

　
　（
水
産
経
済
課
係
長
）

　
▼
会
計
課
係
長

　
　
　
小
笠
原
明
美

　
　（
出
納
室
係
長
）

　
▼
総
務
・
防
災
課
総
務
係
長

　
　
　
松
本
　
大
吾

　
　（
総
務
・
防
災
課
主
査
）

　
▼
水
産
経
済
課
係
長

　
　
　
竹
内
　
　
稔

　
　（
企
画
振
興
課
主
査
）

　
▼
建
設
水
道
課
係
長

　
　
　
谷
崎
　
敬
三

　
　（
建
設
水
道
課
主
査
）

　　
※�

４
月
か
ら
、『
出
納
室
』
の

名
称
が
『
会
計
課
』
に
変

わ
り
ま
す
。

夏
休
み
海
外
研
修
交
流
事
業

参
加
者
募
集

軽
減
税
率
対
策

補
助
金
に
つ
い
て

平
成
31
年
度

協
会
け
ん
ぽ
健
診
の
ご
案
内

平
成
31
年
度

保
険
料
率
改
定
の
お
知
ら
せ

財
務
専
門
官
採
用
試
験

の
実
施
に
つ
い
て

町
職
員
人
事
異
動
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平成31年２月の水揚 単位：数量（トン）／水揚高（千円）

全刑法犯
認知件数

窃盗犯認知件数 その他刑法
認知件数侵入盗 車上狙い その他窃盗

町　内 3 件 0件 1件 1件 1件

人身事故 死者数 傷者数 物損事故

町内 0件 0人 0人 6件

犯罪発生状況（平成31年1月1日～2月28日） 交通事故発生状況（平成31年1月1日～2月28日）

魚　　種 数　　量 水 揚 高 魚　　種 数　　量 水 揚 高
すけとうだら 78.2 7,327.1 かじか 0.2 5.9
たこ 10.3 7,041.8 平目 0.1 19.8
ます 2.4 456.4 うに 7.6 9,228.9
かれい 2.1 243.0 たら 1.9 309.8
なまこ 10.9 46,511.6 松皮かれい 0.1 3.5
油子 0.1 5.3 つぶ 3.2 497.9
黒そい 0.2 77.1 ほたて 196.6 56,298.2
ほっけ 0.2 63.0 その他魚類 10.3 883.9
がや 0.1 19.8 合計 324.5 128,993.0

１　自転車の盗難被害防止と防犯登録の推進　～自転車には防犯登録とツーロックを～
　　例年、雪解けを迎えると、自転車を利用する機会が増えるとともに、自転車の盗難被害が増加します。
　⑴　大切な自転車を盗難被害から守るために
　　　自転車には、備付け錠のほか、丈夫なＵ字型錠などでツーロックをして大切な自転車を盗難被害から守りましょう。
　⑵　万が一、被害に遭ったときのために
　　ア　自転車の防犯登録をしましょう。防犯登録の手続きは、自転車の販売店で行っています。
　　イ�　防犯登録をすると、防犯登録番号や車体番号から持ち主が分かるため、万が一、盗難被害に遭った場合でも、被

害回復の可能性が高くなります。
　⑶　自転車盗難防止の基本
　　ア　わずかな時間の駐輪でもツーロック！
　　イ　自宅や駐輪場でも油断せずにツーロック！
２　Ｇ20大阪サミット等における警察署対策への道民の理解と協力の確保　～Ｇ20大阪サミット等の成功に向けて～
　�　第14回金融・世界経済に関する首脳会合「Ｇ20大阪サミット」は、平成31年６月28日（金）、29日（土）、大阪府大阪市
において開催されます。
　�　関係閣僚会合は全国８都市において開催され、北海道においても平成31年10月に倶知安町で観光大臣会合が開催され
ます。警察では、Ｇ20大阪サミットなどの成功に向け、総力を挙げて警備の万全を期すこととしていますので、警察の
活動へのご理解とご協力をお願いします。
３　北海道警察官募集中！！　～誰かの笑顔を守る。そんな仕事がある。～
　⑴　平成31年度第１回北海道警察官採用試験実施日程など
　　ア　採用予定人員　200名程度（昭和62年４月２日から平成14年４月１日までに生まれた方）
　　イ　受付期間　　　平成31年４月12日（金）まで
　　ウ　第一次試験日　平成31年５月18日（土）　
　　エ　第二次試験日　平成31年６月下旬から７月上旬まで
　⑵　北海道警察ホームページをチェック！
　　�　詳しくは北海道警察ホームページ（https://www.police.pref.hokkiado.lg.jp）をご確認いただくか、森警察署（01374-2-

0110）、北海道警察本部採用センターフリーダイヤル（0120-860-314（ハローサイヨー））にお問い合わせください。　

　平成３１年２月に観測された駒ケ岳の状況についてお知らせします。
【全　　般】火山活動に特段の変化はなく、静穏に経過しており、噴火の兆候は認められません。
　　　　　　（噴火警戒レベル１、活火山であることに留意）
【噴煙活動】山頂及び山麓に設置した監視カメラでは、昭和４年火口の噴気は観測されませんでした。
【地震活動】火山性地震は少なく、火山性微動は観測されませんでした。
【地殻変動】ＧＮＳＳ連続観測では、火山活動によると考えられる地殻変動は認められませんでした。
　　　　　　（ＧＮＳＳ観測：ＧＰＳ含む衛星測位システムの総称）

※詳細は、札幌管区気象台ホームページでも閲覧することができます。
　http://www.jma-net.go.jp/sapporo/

※気象庁ホームページに駒ヶ岳の火山観測データが掲載されています。火山活動状況などの把握にご利用ください。
　http://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/tokyo/open-data/open-data.php?id=113
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４月～５月の行事予定カレンダー

※�行事日程等について、施設等の都合により変更となる場合がありますので、行事に参加される場合は、
　事前に担当課へ確認を、お願いします。

◆お問い合わせ先略称◆　○教 教育委員会（℡7-3124）　○保 役場保健福祉課（℡7-5291）
　　　　　　　　　　　　○税 役場税務課（℡7-5292）　○観 役場水産経済課食と観光推進室（℡7-5293）

休日当番医については、新聞等で確認するか、役場保健福祉課までお問い合わせください。

世帯と人口

平成31年3月1日現在

（　 ）は前月比です

世帯数 1,877世帯（＋５）

男 1,864 人 （＋３）

女 2,090 人 （－１）

計 3,954 人 （＋２）

●65歳以上の人口	 1,493人

　高齢化率	 　37.8％

４月16日㈫ ◯保 赤ちゃんなかよし広場　総合体育館保健室　10:00～

17日㈬ ◯保 健康相談　いこいの湯　　受付14：00～16：00

18日㈭ ◯保 創作活動「ぽっぽワークの日」　しかべ・ぽっぽ館　10:00～16:00

19日㈮ ◯保 創作活動「ぽっぽワークの日」　しかべ・ぽっぽ館　10:00～16:00

20日㈯

21日㈰

22日㈪

23日㈫

24日㈬

25日㈭ ◯保 創作活動「ぽっぽワークの日」　しかべ・ぽっぽ館　10:00～16:00

26日㈮ ◯保
◯保

創作活動「ぽっぽワークの日」　しかべ・ぽっぽ館　10:00～16:00
あったかサロン　本別中央会館　13:30～15:30

27日㈯

28日㈰ ◯保 就労活動「カフェぽっぽ」　しかべ・ぽっぽ館　11:00～15:00

29日㈪

30日㈫

５月１日㈬

２日㈭ ◯保 就労活動「カフェぽっぽ」　しかべ・ぽっぽ館　11:00～15:00

３日㈮ ◯保 就労活動「カフェぽっぽ」　しかべ・ぽっぽ館　11:00～15:00

４日㈯ ◯保 就労活動「カフェぽっぽ」　しかべ・ぽっぽ館　11:00～15:00

５日㈰ ◯保 就労活動「カフェぽっぽ」　しかべ・ぽっぽ館　11:00～15:00

６日㈪

７日㈫ ◯税 軽自動車税納付期限日

８日㈬

９日㈭ ◯保 創作活動「ぽっぽワークの日」　しかべ・ぽっぽ館　10:00～16:00

10日㈮ ◯保
◯保

創作活動「ぽっぽワークの日」　しかべ・ぽっぽ館　10:00～16:00
あったかサロン　本別中央会館　13:30～15:30

11日㈯

12日㈰ ◯保 就労活動「カフェぽっぽ」　しかべ・ぽっぽ館　11:00～15:00

13日㈪

14日㈫ ◯保 赤ちゃんなかよし広場　総合体育館保健室　10:00～

15日㈬ ◯保 健康相談　いこいの湯　　受付14：00～16：00

■発行／鹿部町
■編集／企画振興課広報広聴係
〒041-1498
北海道茅部郡鹿部町字宮浜299番地
TEL：01372-7-5297
FAX：01372-7-3086
Eメール
kikaku@town.shikabe.hokkaido.jp
ホームページ
http://www.town.shikabe.lg.jp
■印刷／㈱長門出版社
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